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jo eo } ABUNDANTLY FALLEN. 
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Ao WAG o> TERETE Co ends 45003 fe oe yy = a 2 
PE RA Vis ee aeons ter ecg tas - a = rs 
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7. RBS BiG DAYS YAAK TAT D BBB oer eee eee e ee cee eee tenes 理 息 士 渡 ee 新 天 

1. ff 言 mh HE Lh 


6 月 17 Abies UE BB > LL KIC RE USED 地域 に 少な か ら ざ 
ARERR VW tO Lk BOR MOAB BC HH ¢ Gt} 
PR Oo BMA SOC MOK PES MS RC AUG LIBS 
の 治 車 中 に 在り 此 の 報 に 接 せ 0。 

ジャ バ の 看 術 會 議 中 火山 曽 に 開 す る 菩 議 は 一 つの 大 問題 な りき 。 Mi 


102¢ 2) a A BK YM Bi ROB 


の 旗 行 と し て 西 歴 1883 48 KARBE % Ze Lilt Behe RA BD WED G Ld 
RAEZIAVIKNERAL, BORA A OK UIC S A iiimls な 
(SALHRIC HLS EOHO, MOMS OMT RDAMBOMCB LO 
LT, HOMME % RR LI Sik RCHEAKSLOKOS. HOT 事情 
の 許す 限り 精密 の 調査 を 行 は えと 決心 し , 先 づ REAR WE UT 調査 員 
DIBA HO LDC WARE (Li BL LE 2 名 と 同行 し て 即座 
(BE % WBE 19 Bl > RIOR KIB ASC HF LIC ABE tO. 余 は 調 
ABER OAK IB ASHE ASE OTN HOR LO! (USEC 2% HEL, 
瀬戸 , GIA BDO, 吉木 , 八木 上田, 高根, ER 根本 の 6 PSL, OR, 
Bie Ah と する 3 名 の 忠生 と 一 行 12 人 に て 23 B fhe SEL 24 BW 
OMPEAIB ICH, 先 開 隊 と 合 し MIC AAR UT 調査 に 従事 せ 
0。 

調査 の 進行 を 計ら ん が 色 め 調査 員 は 大 路 下 の 如き 事項 を 分 的 し て 各自 外 
業 及 内 業 に 従事 せめ 。 


鱗 岬 爆 人 営 時 の 基 況 及 叶 出 物 の 物理 前 研究 ea ee 
Jc ORI, WEA SF 外 分 類 及 共 (ie 3 Me 
A ADIED WE ce 木 談 平 
噴出 物 の 化 串 交 性 質 ene 
WIL yo YEW De HOLE Zi ICT 3 HO Pee, 
Bi) ei © Wa Bs Shoo Whe Be BHD A (ko — 
の 測定 高根 騰 利 


余 は 以上 の 全般 に 吾 り て 相互 の 連絡 と 統一 を 岡 か る に 努め た り 。 itt 
DKA FBG, RARLOMALRA BS Aly t UT RSE BT 
PSESBESPR, 河田 , 朴 , RBRAO 5 Kid GVO OLY 熱心 
AAO HES EM 9 

本 調査 上 最も 困難 を 感じ た る は 天候 の 不良 な り し 事 に し て 晴天 少く 多く 
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(RG IC BUS TURE 2K Oo PRIM EWE Ek ORS LIBR Ald 
ROWE 2 週間 中 供 か に 3, 4 日 に 過ぎ ず 。 赦 に 高 下 の 測定 は 借 か に 3 舟 
よ の 行 ふ を 得 た る の みな めし は 大 に 遺 破 と する 所 な り 。 然 れ と も 他 の 調査 
(AATRORK SE 6 SO LIL CTE A OBR BHI & OPO RN eR 
する を 得 た り 9。 

本 報告 は 主 と し て 今回 調査 せる 外 業 の 披 要 を 記述 せる 者 に し て 内 業 に 局 
する 者 は 目下 研 完 中 な め 。 猫 外 業 も 更に 績 行 す る 着 定 な れ ば 選 第 の 結果 に 
BLS CMW AMES SPSS 

本 調査 を 行 ふ に 語り ARM ER RO ebb e RO ARID 6S, 町 村 
役場 に 於 て 人 夫 恒 用 の 配慮 を 類 は し , ASRRGREEA (d APSSAICO Nfl & BI 
SC LRGE TE WFO Pip bh 22 ABU) 1 PRES 6 to, 爆 贅 の 時 間 等 に MS Cid BRB 
KASD SS, 特に KBAR BBM Ts 人 夫 の 雇用 , モー ター ボ 
ー ト の 使用 等 に 闘 し て EKOR Me RN 6 tr, RoBi 土木 事務 所 長 に は 調 
査 用 具 其 他 に つき て 配慮 を 類 は し, meg it BUG ARE Ok IEW 
三角 昧 の 座標 を 借用 する を 得 , wa BU TERS ABE ANE OD wes (SBS SPT 
RCE % PPR OAS OMACLAT MDOT, MWR MAPS O 
URI G tric SIAR L (SIA LAG CANALS PRES DPD 6 SO 
a 

EAR RIET ZI O bata LB eB 6 tut SRBICIS <a 

表す 。 ] 

2. 爆 科 に 開 す る 情報 ih 津 OR 
YE A Fe KB 
H 次 


Ree OW I 鹿部 方 面 , 1I. Pom, WL 大 沼 方 面 , IV. By 
Bam V. 森町 方 面 ) V1, 尾 白 内 方 面 , VIL 掛 潤 方 面 ) V1IL Oe RO i 
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IX. paBH TAT. 


PRB ORE と 噴煙 の 高き 
BE OMR, 山林 の 物 害 , RALW REWORK, 耕地 政 場 漁場 の 入 害 , BORE, 


EO BR 


EEOC UC, 之 を 各 方 面 に 於 ける ARRICRT 確か むる 
こと を 得 た 9 め 。 次 に それ ら の 主 な る ぁ る も の を 摘 勿 せ む 。 


I. 


鹿部 方 面 火口 の 東方 正面 に 位 し て 之 を 製 有 望 す る に 最も 便利 な る 鹿部 


FMRC SGI UT, MA EBOBRIRO て と を 記す べし 。 
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14. 


. 6 月 7 日 午前 1 時 30 PHS VU, WIT, 村民 基 原 因 を 知ら ず 。 
: 同 午前 3 時 50 WIR S 2D OM MRE B L,Y Chi, ROMA STL EM 


o> 


・ 同 午前 10 時 一 大 鳴動 と 共に 噴出 約 10 TIC LC REIREA IC ES 0 
・ 同 御前 10 時 20 EO TRO REA ICT 
・ 同 午前 10 時 30 NBER e RIC LOH, BEN 二名 引率 の 下 に 


FA FUG Wit IC SEES 


. 同 午 前 10 時 40 TAKE IPAS e ACS SRA RSE 8 RE 


Wet > He SHEL VRAIS BIC ET 


- 同 午 前 10 時 50 HEN RO ABO = SIC CEE PS Ey TB I< SEE & BS 


Fo MACK COME URN LEY, Ei KOLORKRET. 


・ 同 午 前 11 時 20 SEA aE NL CR LRH, MBUS HU, 雷鳴 また 加 は り 


危 際 和徳 々 加 は る 。o 


. 同 正午 降 石 の 深き 地上 7 WCET, 
: 同 午後 HESS © SEE — Bee 2 
・ 同 午後 2 時 30 PAE <UL ¢, SWE Tho KAEY Law, 落雷 


EFoHMS VCH AIRIBRER & PRET, A AIC EHES 3 EGET S i, 


・ 同 午 後 3 BS SA (ALES UNE WEA ARI Ia SO WIC LC, 秒 時 


BME TH, FONE A 2 RICET , 


- PRO KY VLA SCHL TRRK EEG し , と の 間 に 倒 壊 焼失 RBA L, 鹿 


BR EBA % HE 7 BIE OBE IC L, 午後 10 時 26 分 村役場 の 一 角 崩壊 す 。 村内 
BS EEE RS A fa te Lo 
18 日 年 前 1 時 30 BRET Mate 。 ; 


a 2 報 x 105¢ 5) 


15. fal/F Bi) 3 EU LD SRE Be ode 5 a) > FREI HEY aaa CERES 。 

16. 同 午 前 SAPS REM IC RRS, 

17. 同 午 前 10 時 ょ り 復 また 鳴動 烈 し く , WRC SL 3% LOBE IC REF 
物 な し 。 但 し 鳴動 烈 し き と , 噴煙 夏 ん な る を 以 て 一 時 復 由 せる 民 難 民 る 重ね て 
避難 す 。 

18. TEP RULE & AS UC ARS EE By IC SES. 小 召 校長 , 村長 森 
VRERIEK—REW DF 6 

19. 19. A 4P Bi 4 aE GR Y ARES IC BL, EMER % LEE o 

20. fe FR IMR TICARRT. Abt ows U-PRIKKLODSY, 

AUCRREA BO FASE RUE 

21. 16 日 午後 10 時 度 に 鳴動 を 開け る る の あり , また 午後 2 時 の 選 難 の 際 は 約 200 人 


残存 を る も , 座 を 徹 そ る は 10 BEY 
鹿部 の 南方 臼 尻 村 に 就 い て も 同 張 の 調査 に 控 れ ば , 
21. 19 日 午後 時 より 正午 頃 ま で 降 石 あり , REYBIC C1 5 of, MAIC C2 RSF, 
ARK C1 R 2 十 , 但し 磯谷 以外 に て は 家屋 の 蔽 害 な し 。 
22. 18 日 隆 灰 あり, 19 日 鎮静 。 
FEALEDBIC CB MYIMEASD Y » 785 Fp, JAS 7 ICEL, SEMIS, BRE 
MECC AsPKCHEL, I 日 また 降灰 あり 。 
IL. 小川, 留 の 澤 方 面 火口 の 東南 に 党 つ て 被害 最も 激烈 な めし 鹿部 村 字 小 
I, VOHAMCH UT, FOOLER, 同 阿 部 辰 造 , BAP LA iw 


Z, BEER E ER OR RORZIRA ST AIC, 

1. 17 日 午後 0 WEP EVD IIA E SS 

2. fre 1 WEY OE MMA © SS 0 

3. ar 2 ESE — BELT BEE RK 2 YF, 同 3 EEE LSE, 同 4 時 淡路 屋 族 

Qi, 同 9 ESE EET LE 3 棟 , WORRAR2 A, 同 10 時 同 戸 焼失 せり 。 

4. 同 11 APA ERT 

5. 18 日 午前 1 時 留 の 湯 温泉 焼 矢 。 

営 時 隆 石 は 直ちに 家屋 を 焼く に 至ら ず , OS ZSOLT RARE 
KSC T, 吉田 作 氏 の 如き は 濡 座 布 園 を 以 て 床上 の 隆 石 を 温 ほ し , BC 
BAILS SB, 留 の 湯 主 人 また 徹夜 防火 に 努め みた る も, 人 手 少 な か り 
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UBD Ee BLS, BH LIC BOT BB ヶ 毛 よめ 炎上 する に 至れ 


る る も, BFE CKRERHOCMS LBRO と 言 ふ 。 
lll. ARMA ABRROSROABAMREVOBSRCEBRE 
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17 日 未明 早く ゃ 噴煙 を 見 た る も ゃ の あり て 村民 麟 前 に 集合 そる も BPROBMR 
望 を 妨げ られ た り リ 。 

17 日 午前 8 時 爆音 を 聞く 。 

同 LO 時 一 大 音響 と 共に , IC ENE 6 


・ 同年 後 エ 時 20 HE > GIL IC ST, 噴出 物 は 既に 馬 の BH @ IMACS L, 噴煙 の 


fa 2 HW ORG ICY 2, RK PAE ATS (第 8 版 第 1 [BD 

同 午 後 3 時 30 ArH OS LIC Cit PEIC TRIE OVP A aS LA Ic WR E 
LOLS OER 

同 3 時 48 分 の 上 りり 列車 に て 第 一 回 の 避難 民 去 る 。 

Ta) 7 BGR XY WER a CHE 2 SR, ESB Lo 

同 9 時 乃至 10 時 火柱 最高 に 潤す 。 

fi} 10 BE 16 分 の 上 り 列 車 に て 住民 の 大 部 分 避難 し 終る 。 

18 日 0 時 頃 よ り 次 第 た に 衰 ろ ふ 。 


・ 同 時 30 分 鳴動 粟 まり 火柱 衰 ろ ふ 。 
・ 同 10 時 再び 大 鳴動 あり 噴煙 を 件 な ふ 。 


IV. 駒ケ岳 騨 方面 M7e2UTKOL 隔て られ た る AAHORRe 面 
7 HERO SRO Reis CER SRR O RE Re, 


N QaF DH NY 


7 日 午前 10 EIR BNIC k THEM CHT ROVER E 503 。 


・ 同年 後 1 時 大 震動 あり 。 

・ 同 年 第 3 時 50 分 頃 赤 井川 方 面 の 第 一 回 浮 石 流 流出 , 山 の 中 腹 に 留まる 。 
・ 同 4 時 10 分 頃 押 出 澤 より 浮 石 流 流出 。 

・ 同 5 時 40 FP PR ATU IN LC ARK LIC BAR BEC 。 


I) 6 AE 15 分 森林 に 達し , ZR YET 。 


・ 同 10 時 登山 道路 を 越 ゆ 。 
8. 


18 日 午前 2 時 遂 か に 流動 を 爆 む 。 


また 同 陣 よ り 森 町 役場 に 通勤 中 の 森町 長 が 午後 3 時 40 DN > ASP 
車 せ る 際 に , 赤井 川 方 面 淫 石 流 は 第 一 回 の 流出 を 始め て 山腹 に 止ま 9, 


9. 


WEIRD { RHOKDEKEBS 


+ % RK 107679 


10. 創 ヶ 峰 西 外側 に 三條 の 浮 石 流 を 認め た り 。 
11. RKAY CWEOMHM Wit oEe BEV 


V. BOA COAMAHO OPED 25H UT HBA DEO Hee 
PUES LASUEBICH O. BB, RHE, BOH7 MCR EKO. RE 
B22 PUL 7 


. 17 日 朝 來 濃 圭 た し て 山 項 を 望み 難し 。 
2. 同日 午前 9 時 30 4 PR RRS \ ICRA CHRBOMK V MEERREE A, i 
wit oie bo 
. 同 午前 11 RUHR PeEZE L(A AIOUM ARS SAKE LSI BS. と 
の 頃 ょ より 電光 加 は り 鳴 動 ま た を 烈 し 。 
A. 同 午 後 2 時 噴 灯 更 に 強く 鳴動 また 甚だ し 。 
5. 同 午後 3 WERE UR A ICR LEER ME る. 座間 の 雷光 第 4 版 第 Io 
また 森町 長 の 言 に 控 れ ば , 
6. 午後 0 時 20 分 始め て 胸 の 背 を 越 ゆ る 浮 石 流 を 見 たり 。 
7. 年 後 2 時 乃至 3 時 30 分 土橋 方 面 に 三條 の 浮 石 流下 れ り 。 介し 未だ 大 流 を な す 
に 至ら ず 。 午後 5 時 に は 浮 石 流山 尊 に 洋 す (第 3 版 第 2 TBD o 
SPER OS riers 
8. YEAYRO WERE ( SE 3 (AF ONE 
9. KO XV AWS SALI IK SLY o 
10. 海 漠 に 異常 を 認め ず 。 
Vl Baath RBGEAGHEA ABER iis, 
1, 17 B26 ORF O EBA CHAD THATS WLS 0 
2. FIBRE © WU 2 OVP A HEAT 4 NE 50 DMO TERY 9 
3. 同 午 後 5 WEL IRC bi SBA PAE と な つて 砂原 岳 を 越 ゆ 。 
4. BU) ERR REI SEO kk DPRK 6 em el BE BLU Ue) 30 DARA, E Pe EE 
民 は 午前 10 時 以後 3 回 の 臨時 列車 を 利用 す 。 
5. 鳴動 と 其 に た 烈 し き 震動 (空手 動か ? う を 感 じ , “FH MER Lo 
な ほ 残 留 者 の 言 に 擦れ ば >, 
6. 尾 自 内 方 面 最後 の 浮 石 流 押出 し は 午後 7 時 頃 と す 。 
VIL. BSH MPRA SMR ie 


— 


iv) 


1088) HAR hw BRS 


oO F WH WY = 


6. 
. 19 日 降灰 鳴動 共に 姜 ろ ふ 。 


・ 17 日 午前 5 時 30 分 昧 煙 夏 ん に 上昇 す 。 

・ 同 午前 10 BEAMS Y 9 HAE ERO BAKE t HEF 0 

. 同 午 前 11 時 以後 一 層 烈 し く , BROMME SSS EHMSICES 

・ 同 午後 0 時 30 分 胸 の 背 を 越 ゆ る 浮 石 流 を 始め て 見 た る も 修 ち 止む 。 

. 同 午後 4 時 50 分 尾 自 内 に 向 つ て 光石 流下 る 。 そ の 途中 に て ho FAT 


ERED. 同 浮 石 流 は 午後 5 時 10 DIB Ol Has H) 20 Wie LUCHA IC HA 
J SECCPEK WHICH VS 
418 AREIKDS UWE AT Vo 


VIL BRERA WRT OME ROMC £O ThLOMBCwY 
S, A OWEER © BRI ICR 6th ERO BIE THE 2 OI LU 


但し 
1. 


2, 
3. 


FRU AO BRK Rvs, 

6 月 17 日 午後 2 時 10 Fp PR BE RE BNIB AT IK -C BABI SB Fa BS as HM HA ah IE 
る や , AMY ORAS rus PIR GEE LC, 般 の 周 園 に 落石 し 始 む 。 
BE IC ABE 4 ME, VICHY EBT, 

SEI LUNI CHRA OE & ILS 0 

午後 4 時 30 分 乃至 5 RED a OPRAH BEICSET 6 


1X. 画 館 方 面 同市 は 駒ヶ岳 の 南 放 32 km を 隔 つ れ ど る も, 測候所 の 設備 あ 
CHRON AaRE ZS 0 o 同 測候所 長根 本 廣 記 氏 に 擦れ ば 。, 


1, 


bo 


15 A EARN, WN TRL, 16 日 午前 11 時 104; Re S 。 SARIS i BAB 1 時 750.9mm 


kU Fe RL, 4-8 SH§ 748.7 mm に 下り , HARE LAL, 正子 751 mms 
せり 。 MAK VUBKRE eV IT 日 に 及ぶ 。 


. 7 日 午前 9 時 50 RRB ORS He So Le BOREL, 


3. 同 11 時 圭 間 ょ り 潤 * 々 た る 暴 灯 を 望む 。 


a 


© ON DO 


+ Nt OFERMIK & NILE AO BF 26 分 42 秒 葉 に 脈動 を 示し , 8 時 0 分 30 Fb, 


SAF LL Fy, 9 AF 53 分 88 秒 に 各 脈 動 あ り , 11 時 以後 は 終日 に 下る 。 


・ 1 時 26 分 雷鳴 駒 ヶ 岳 の 東 外 漠 中 に 起り , 電光 鳴動 符 々 烈 し 。 
・ 人 午後 0 時 20 分 噴煙 一 層 加 は り , 同 2 時 経緯 儀 に て 測れ る 叶 灯 の 仰角 229。 


午後 2 時 38 分 戸 障 子 震 動 す 。 同 3 時 25 分 避雷 加 は る © 


・ 午後 5 時 乃至 6 時 吐 糞 極め て 應 な り 。 て 第 4 ARES 2 TD) 
・ 年 後 7 APIO ROC HRA Kd 2, CORB ORMALMN EMO BAV oO 


HR RK 109¢ 9) 


BBD I< ABE EAE Fo, 
10. 42 18 日 午前 0 時 80 分 始め て 鳴動 止む 。 
11. 同時 5 分 再開 , 38 DBC KD, PEER IC BPR Led 
BEOBIE ULORRRERAT 4K. REORGEL ZPHER ABE 


KOM し 。 HUA EHO BROAPUTZCKHO, 


1. 活動 の 開始 は 16 A PRB Te SAM Lr cee ees eee ee ee cee eee as L210 
2. 17 日 午前 0 時 26 分 42 pb pa AH I GRD © BNEPIC RE PP ee INA, 
3. fa) 1 BE 30 Sp BBA Hy BT IC WEB & FY cence cece cence cnet ceceee see ease Ik 
4. 同 3 時 15 FP PPADS TBD IC ME DERE ES ee ee DQ, 
5. fa) 5 A SO SPAN H TAT XV WBE > oeeeee eee eeeecctteeseee cater eeteee VIL1. 
6. 同 SHEA yl CARES & A & UAH RT IK BUR & REE IIL,2; 1X,4. 
7. fa) 9 BE 30 SPICE ARMY EY SAPP ENR ap wwe eee cece eters ee eee 

8. 同 10 時 頃 一 大 鳴動 を 件 な っ て 大 爆 豆 を な す …… 1.3; I11,3; IV,1, VIL2 
CAL AS BURT © Hb Beat IC RRS S ILA Hi O WE 53 分 38 秒 と す ……… IX,4. 
9. fi) 10 BE 20 FP BRR TIC VR AARG ES cvvnceceneec cece cesses cscuesenceesseeens 14. 
10. fig 10 BE 50 Fp fa as Disa eR a ouaps svnaes L7. 


LL. 同 11 Bea eo OARGER, Hb iT XY St BS SHB V,3; VI, 
COULD, Ma EU Cees NG Ae PALE os le oe tevin sine -e macawane cee raven dar ee ates V;3; 


12. 同 11 時 20 分 鹿部 方 面 の 降 石 雨 の 如く , 正午 頃 に は 7 十 得 に 積 る ……17. 
13. と の 頃 芝 に 岩 居 は 馬の背 外 斜 面 に る 出 で , 放 ん に 叶 畑 すす TIE,4. 
14. 17 日 午後 0 時 20 分 始め て 馬の背 を 越 ゆ る 浮 石 流 を 見 た る も , Wee 
K3ET ZKBOSP swede e/s.s cot ou eeaiblacn ves 'ebclotafasas to" epee Loree: V6; VII; VII,4. 
15. 同 0 時 30 DDN AIK EAHA EY, 1 BRE OIC ILI; G2. 
16. 同 2 時 噴煙 鳴動 一 層 烈 し てく …… V,4. 小川 方 面 に 火災 起 る seers even I, 3. 
7. 同 2 時 30 分 鹿部 方 面 の 雷鳴 激烈 を 極め , 諸 所 に 落雷 を 見 る veers Bil, 
pe heme conegn cee ee IX. 
18. 同 2 時 乃至 3 時 表 條 の 浮 石 流 土 橋 方 面 に 出 づ ere V.7. 


19. fa SAE30F Ae IE IN Dy © Aa Hi LE ES MAC, 野火 を 生 ず IIL5;IV,81V, 9. 
20. fa) 4 HE 10 BVH 50 分 , RAN AMORA ES ---1V,4; V1,2; VU, 5. 


2). 同 5 時 砂原 岳 を 越え て 新た に 浮 石 流 を 見 る ieee VL3; VILS. 
22. 同 5 時 40 分 ,6 時 15 Fp, 7 時 等 に 赤 井 川 方 面 に 重ね て 光石 流 を 見 る IV,5. 
23. TARA の に 沢村 下る RE savas eas 22% TLS 1V.11; V,9..1X,9: 


BAAAHORROVA TERT OG Cowes are Voplee ache Vos iano oe ee VL6. 


11000) aA HBR 


24. 同 9 時 乃至 11 時 活動 最 る 猛烈 に し て , ARS © BEY OL, RE 


OMIEKKzT: oS Cn LIE 
23. 同 10 時 二井 中 最後 の 浮 石 流 流 出す … oe ei a DS VE 
26. fil) 11 BE BEA Dy TAT © WEFT HE Br vevenececcerecseerssearsensentscceseceeeereneees IL4. 
27. 42.18 日 午前 0 時 30 ek VHSB Tree Wore eet 11J,10; 1X,10, 
28. fal LAE 30 分 鹿部 方 面 の 降 石 粉 みか, 鳴動 治まる 1,14; IIL1l; IX,11. 
29. 同 10 時 また 鳴動 あり し る も , BRET L ese TAT Ae) 


以上 を 要する に 16 日 深 更 より 17 BE DO CRBC 活動 を 開始 し , 噴 
PRD Ae BH Te SIG HES» LT 日 御前 9 時 54 PRP Ae Hab “Cs ROB CIE 
部 方 面 に 降 右 を 加 へ , 11 時 頃 に は 森 , 掛 潤 方 面 より CEC OMe B 
得る に 至 0, MADER EB (PM Oy 11 時 20 PHC ABO OMS Te 
LSB CBE BES HOMELMOM Le 

か く て 同日 午後 0 時 生 に は 既に 駒の 背 を 越え て 第 一 回 の 浅 石 流 を 見 , 2 
URISECEBOR MN, 小川 方 面 に は 落石 に よる 火災 始ま め , 鹿部 方 面 
SSRIS UC, RRMA ( HARI ES. TOME ETDS 時 
PP TERROR DT LARA THC NC, 3 叶 30 SC IBSEN OE HE 
再び 進出 し て 野火 を 促 な ひ ,4 AIDE O REREAD S fe EPH 流 に BELL 
ゝ と 共に , 5 時 更に 砂原 策 を 越え て 浮 石 流 の 進出 あり , 7 叶 頃 に は 火口 の 上 
に 火柱 を 見 る に 至る 。 か く て 夜 の 9 時 乃至 11 時 に は 活動 最も 激烈 を 極め 
赤井 川 に 向 ふ て 浮 石 流 を 押出 し , 正子 頃 よ り 滅 次 沈 本 に 赴 け め 。 ; 

OR 
噴煙 最も 盛ん な り LAT 6 P08 2 REAR TIS-C REREM DI-T aes 
ZWD (Fale 22 に し て , (CMMI LRU, HO ZO RIERES 
る 得 た る も の と 優 定 す れ ば , WHR 134171.3 m BLO と 言 ふ べし 。 UIE 
PME Sve PHA TRS, LOT OME GK SBE 必ず し も 最 
HEALER UME, ZRBC WOM & OSD DELS MRVTARR に その 


a ae HICLID 


高 さ を 知り 難し ょ と 難 も , ま た 以 て 貴重 な る 材料 と 言 ふ ぶし 。 

ANT et O18 日 午後 3 時 同 所 の 測定 に 揮 れ ば 噴煙 の 仰角 10* なり め 。 
az 害 の HR 

今回 の 活動 に よる 徹 害 の 主 な る 種類 次 の 如 し 。 

山林 の 損傷 = 

4 ABR OVET IC K SAM ORAT, HIE O HU, MSE © BBLS fos 

』 PPATIIC £ BABAR © PIER, 焼失 , HAZ RUS ICES BRP OARS EE 

へ BIR GRIC £ SEIS OFHIE 

= 降灰 に ょ る 樹木 の 損傷 

ホ 一 次 前 泥 流 に ょ る 樹木 の 倒 載 

へ 有害 ダダ ぇ に ょ る 樹木 の 一 時 前 破 害 

RIB DAD BEY ORE 

A BREF ICL oRBORR 

no BET ICL SRBORe 

へ SRMERIC ko BY ORBRU OBZ 

= PREIS AEIC KL SRBORK 

a Ue OBIE 

BEL, 牧場 , WA OBE & A OTE 

A 岩 選 にょ る 替 地 部 に 牧場 の 埋 流 

』 PERI & 3 PHEW ORE 

へ 海草 並び に 沿岸 漁獲 物 の 埋 流 或 は 損傷 

= 住民 の 死傷 

a BEORE 

~ BRR EORE 

DE tntO— 2 vile to 


WHORE FORA OFM BHR OM, WAKO, 隅田 
ROOM, BOR, 小川 , 鹿部 方 面 等 に 於 て は , 一 切 の 樹木 は 樹 枝 を 折ら 
れ , HAR AID 2, 小木 は 全く 埋没 せら 5 られ , WAS EES 僅か に 樹幹 の み 残 立 
する に 至れ め 。 (第 7 版 第 2 lel) 

岩層 の 降下 や ゝ 減じ た る 部 分 に て も, 樹 葉 は 枯れ , 千枝 を 折ら れ て 彼 害 少 


Km 


A 


a 


112012) a AB RR 


な か ら ず , KEROR Et ABP TS, WADI Ae BE UT IZ O 
ERIE SMI Oo 

淫 石 流 の 押 寄 せ た る 部 分 に て は , DOPE BIE L THRO HS 8 2, Bed 
浮 石 流 中 に 埋没 し て 用 に 焼失 し , KS SOBBMILAIMAB Tlh 浮 石 流 中 
I SS MRM RSS h, その 表面 に 倒壊 枯死 せる も の 多 し 。 ま 
た よし 淫 石 流 に 袖 は れず と も, その 外側 10~20 m の 間 は 樹 葉 枯死 し , 樹幹 
また 枯れ た る も の あの め の , 部 分 に よ つ て は 山 火 事 を 柳 す る に 至れ り LBA, 
BECHER IE DBA OK SL, 浅 石 流 の 温度 が 生 木 の 5) KB BOSS 
Ligh o Ufo BIC BOT, 6 月 21 日 な ほ 林 間 に 倒 れ て ELOY あ 
0 し 巨木 を 見 , 淫 石 流 中 の 立木 は 7 月 上 旬 に 至る も 糞 焼 を 終ら ざり き 。 

PRROAMIC MO SRR SEAR, MEO 上 を 被 へ る 樹 
HEH G し , 樹幹 を 傷 な へ ぐ ど も 大 規模 な ら ず , 沼尻 方 面 に 於 けり る 厚 き 降 旅 の 
た め に 樹木 の 携 曲 的 折 せ る 部 分 は , その 被害 の 程度 叶 を 待た ずん ば 知る ペ 
か ら ず 。 但し 1 SERB RU SBKOMEE, その 原因 むし る HARV 
流 に 在り と 認 む べき に 拘ら ず , その 損害 借 少 な ら ず 。 

LONG) SED 西 外 側 を 西 に 越え , Bor se PP SAL, 姫川 , Be III 
沿岸 等 は 岩層 は 勿論 殆 ん ど 降 旅 を も 被 む ら ざ る に HESS, 落 薬 松 及び A 
FOR —PRCMN RSC CBRN Oo. BUKUABOICEA HE 
ガス ぇ の 所 業 な る べし 。 こ の 種 の 落 菜 松 に は その 後 10 日 程 に し て 既に 新 に 
MRE OS EKA +, アマ = ネ ホ 等 は 流出 後 10 日 の 熱 放流 中 より 若芽 
を 出せ め 。 (第 8 版 第 2 園 ) | 

BHR RO AMOR MD CHEE AIR L, FAVA ze, イチ キ 等 は 
極め て 抵抗 の 大 な る を 示 し , 白樺 の 林 の 全く 枯死 せる 中 に MO れ た る 1 
チキ の 青々 と 残存 せる 所 あり 。 ヵ シク , HAF 等 の 異常 な き 部 分 に て も E 
LBRO AOKI SMS Lo 


ew RR xX 113013) 


これ ら の 被害 に 開 し て は , 6 月 24 日 ICMR RBORR あり , ZK 
れ ば ば, 山林 の 被害 1970 町 歩 な れ ど も ,26 AO WHER RAK 14,847 町 
歩 , 國 有 林 2,490 mya, 合計 17.337 PLES So 但し これ に は , い か な る 
程度 の 被害 を 含む や は 明か な ら ず , 23 日 森町 役場 の 調 禁 に よれ ば 同町 の る 
it 
PHYS wl AK 1,000 町 歩 。 EEN 700 wy 
RA PK 520 My 合計 2,220 町 歩 
の 外 に MiB ARR 。 民有 林 2,000 Be 
に 達 す 。 硬 硫酸 が ぇ 被害 は 前 記 落 葉 松 の 一 時 的 枯死 を 笑 す る な る べし 。 
AI 2 OR REE R OBR LSUMORES BEAD 
my ERB 1525 尾 白 内 130 + AR 1500 


i | Bb OW ee 砂原 32 RO 5 

鹿部 村 小川 749 tf FB 1,327 AR He 1,712 a <214 
we ee 347 wh RR …… f YA eee 

Abert 磯 谷 «1,845 HE 泊 3,126 We 78 972 FA A467 

FEALERAT JI Uh Pe RRWURD > LAG © ARIS Pane eh aR Ct 


に し て , BEE Mi t BREADS 
RETOHBEMORE その 最も 其 だ し か の し は 鹿部 村 字 臣 部 , 同 本 別 , 
同 小川 等 及び 芝 に 接する 七飯 村 留 の 部 , 括 尻 村 の 一 部 等 , 火口 の 東南 に 常 つ 
THES (HME RECN AWAIT, 火口 附近 は 勿論 , CFG eS 
WII NRE O WO BID dK O Le, PAD AMM DRE, 土橋 , 尾 白 内 , 
PUR A WIRE CHROSO%, ZRBC BGO TO し は 不幸 中 の 幸 な り 。 
被害 家屋 の 敷 に 就 て は 6 月 24 BALE Se eR came 
全焼 守屋 RR 63 戸 七飯 村 13 戸 Gb a 戸 
APRS 鹿部 村 70 戸 AW 18 戸 計 88 A 
に し て , RES BOM ES PIRES 97 戸 , ART 26 戸 な め | 


LOPE SMT MME, MES EEDER HLF EPO OT. BRR 
屋 中 小川 , FOBAMO {OME ROBP IC EO, 本 別 方 面 の も の は 落雷 


119¢14) a Ai Bh WM Be OR OM 


に 擦れ る も の あり 。 

この 外 鹿 部 村役場 , 同 巡査 部 長 在 在 万, HEEB Ay BBE, sy) WAR & Z それ 
ぞ ざれ 大 損害 を 蒙 む 0, 昨年 竣工 早々 の 大 沼 鹿部 間 の 電 鐵 軌道 は BO BLK 
BRL, LL OMPR TREK L, RRM AD な ら ず , Mk DAIL 第 一 及 

Os BEE HT 6 甚だ し く 破 壌 せら れ , BG Rae ETC LHS OS, 

鹿部 方 面 に て は また 海岸 に あり LANMOPP EI HIN IBR せる も の あり , 
道路 の 埋 浸 里 程 り 少な か ら ず 。 

他 の 方 面 に 於 て は 被害 比較 的 少 な く , BRIE & ORNS SDE 
B, 砂原 森 方 面 に 於 ける 陸軍 道路 の 中 断 等 を を の 主 な る も の と す 。 

耕地 牧場 漁場 の 劉 害 被害 局 域 中 将 地 は 比較 的 少な きも , WEEE 2d 日 
OBER PRIUS, BEE ER 


中 部 村 Ebert od Heep | 飯村 | 森町 | 砂原 村 | 合計 

町 Hy < m| wy 反 By} 町 | ay 反 

| Fa ‘| vse |i, aslo Ts DD ERE es 9 5 
Rd 500| 250/ 300| 1001. 5 30| 40| 1,225 


に し て , 26 日 の 再 調査 に 於 て は 水田 39 町 歩 , 畑 1,390 mye et Oo BIS 
REM ROBRIE Ets, 同 管内 に て 男 20 町 , HH 954 町 歩 な め 。 

これ また 恐らく 岩 居 に よる 埋 浸 臣 域 を 主 と す べく , 降 放 並び に 有害 ガス 
に 由 る 被害 は この 外 に 在り , 例 へ ば 森町 役場 23 OD 調査 に 控 れ ば , AE 
理 浸 耕 務 10 mye, 附近 被害 耕地 20 町 歩 の 外 に 亜硫酸 ダ ぇ 被害 耕 季 200 町 
歩 を 掲げ , 砂原 方 面 に 於 て も 隆 旅 に よる 耕作 物 特 に 新芽 の 被 寒 は 大 な る が 
如 し 。 

この 外 牧 場 の 被害 大 に し て , Hii fe 3.37 76 沙 3 L, Sea 4 A 
Bukt 4B, 尾 札 部 村 5 里 , Bee 2, DURA 5 里 , 計 21 里 の 海岸 線 は 
PAR OUR LOTH i tO MO MAMA. KEY SO, ee 


NR 115C15) = 


7e THES UL SITIO 2 

ABOU (EROMHBEILEO MGB MTHEN te 0 Litt HRM) Ab ze <, FE 
者 は 鹿部 村 に 於 て 倒壊 家屋 中 に 在 つ て BIRR A 女子 1 名 に 過ぎ 
すず , BAW 4Be IMS, 

音 類 の 被害 は 一 層 大 に し て , UB OME CE RIEKOM し 。 


Ves, 4 et | ha HE VA = EE [in Bk PY 
es | OF BM eect ol Lec ts 318 
B&B {i 傷 Ce "| 46 178 
45 i BY) Tcl ia se eo eee 8 
FE 15 3 Brees. 20 . 
ee Ff: ti CUS ili fac al ct | 142 326 
4 ts 6A 25 | A | 99 


COME OBEN Tis th ORO IE YEOH O, lie  PRORE 
WIS EDHO, Rid 28 AF > 3 KAM THB SFBOBREC 
BIN LOS HSeMESS & 2MMCRNAD, BEL BRODKH RKO 
Kc ADORED O UR AICO SCONE, COMO EO BRD 少 
な か らら ざめ り し を 想像 せ し む 。 


3. 爆 人 可 後 の 誠 熊 及び 噴出 物 の 野外 的 分 類 並 に その 分 布 


yE SE BS eH 

Tt. oA See 
ASH OD — AYES DSR ICSE SAI OB * 19 日 に し て , eo B20 AO 
を 極め ,2! AIC PHES 3K L, 23 AH Br CHO MICH VU, UCHR ROUGE 
KHEN]S RUE Vo BEA C24 ASK tho —ARY MV, HE Lc BHI 
XU, WAM aa URRRS ELIT 月 6 日 に 及 さ ベリ 。 UPR Mla この 間 に 得 を 
' る 調査 結果 の 概要 に し て , 本 調査 中 その 前 人生 に 営 り て PSL SEI & baie 

BLLROCICMABES, 

Bee KUOABSISMOBS ACKIUIS 北海 道 の PRR UES MEK ED 
PURE ALL, BARR S Z OAC HTT ICS EBB, 有珠 , PRA O OKC AU, 本 
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邦 有 敷 の 火山 地域 を 成す 。 

mit, 有珠 , FAI AK, COBMRKOANIZHEH 2 個 BIS 1 AOR 
岩 鐘 を 有 し , SEE EORBMeRUTHHO, AMT BOK ECS, RC 
US —KBMIE-KOD OT, MIRROR Itk 0, BOBO Hl HS 
0, MaSOKY > FAB & EMER) > EIS PEK OZ PEDO, (AL & OPEL RGR) 
SAVE: LG MeL ORL TOSS 6 — OMBLK DAE ABD ASL 
WL ORD G2, ESHA eBERL, EKHORO WI ls —LeKd LTH 
感 を 形成 せ 0。 

COMBIBKK OA, その 成 生 の 時 期 を 明か に せ ず 。 そ の 後 そ の 最も る 西 
奥 の 部 分 に 敷 個 の 火口 を 生じ , £0 噴出 物 は ナマ コ 山 の 隆 起 と な つて この 
Baye + OBA, REZKO PmEB 2 PRO CRAB LIE, Zz 

af) 
ePEARREVEAKADBPUITH ES, REMAKE ORKNABI LO 
IPE TAtGDED, -NOEOWHORMLD, FA HE KIS ARICBS 
2) 
75 4 OKO UM We 

Tak 17 46 (1640) 6 月 13 日 乃至 16 日 。 ARBSY, So 噴出 物 ew Re 
し , 灰 焼 地 を 埋 む る と と 凡そ 7 尺 , 之 に 津 涙 を 件 な つて 死者 700, 降灰 遠く PRA ICSEL 
HEI BS bE MRO MDI LEB, | 

Kj 4 4p (1784) 249 8 ARIAT 

RY 3 4 (1856) 8 月 26 日 早朝 震動 あり , IAEA S BL REEL, HEM 
BWC Zito ARP LU CRB L, 死傷 者 を 出せ り 。 

Wi 33 年 (1905) 8A 17 日 ょ より 鳴 動 あ り , 19 日 より BRS Ww, 21 A 乃 玉 23 日 
BOW (, BA ICM RIC L, 22 AIC AAAI MIRE Het Uo 

大 正 8 年 (1919) 6 月 17 日 , 同 24 A 2A AY CRBS 

大 正 1 上 年 1922) 5 月 22 日 PRBS, 

大 正 13 年 124) 7 月 31 日 REDD CSA HS 


1) 加藤 武夫 , TRS PRG ES HS 62 GR (明治 42 年 う 
2) 大 株 房 吉 , 同上 86 貴大 正 7 年 う ; FABRE, HE BSE 6 巻 
CKIE 8 年 う 


PASS pS il, 
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MmaaOwKR 大 正 4 AER MME RAT ARO WI, a 
ane US 62 Ge, EPS HESS 36 SEAT ABET ma RS TERE の 見 取 
FSET GR BUT, HEME) > WELL TGAR 1,140 m, WOES fe 1,100 乃至 1.115 m に 
達し , AS 830.4 m, By nH dH) 960 mz UT, ナチ ナマコ は また 840m H 
な 0。 FAM LMOR ¢ Off, BN PAAR AIA-K ISK 810m 以下 , 
BEF + AN EOMSC ELE 30m に し て , EOpPRMGF 0 1 FE H) 250 
m, RS 30m O— KAR ke UTHKRKOA 0, ZICHUT その すぐ 南 


に N70 Fy 2.5 —KBGEMR To THE 3 ty 200m, thy 20m LETS 


明治 38 年 の 糞 裂 火口 あ 9, また 安政 火口 の 東側 に は , N20 W ROSS SN 
の 方 向 を 以 て 2 ED KABA 7 し て 大 正 8 年 の 火 日 あめ 9, その RH 
の 橋 園 火口 護 に も 南北 に 並べ る 人 硫 気 孔 群 あり , REAR MESA eB OO, 但 
し 路 衛 は 今春 以 來 次 策 に 減少 の 傾向 題 著 な り し と いふ 。 

MEI LSB SHOMBK LABHOERALEOXKOML. 

1. AD Hic < OPT DERE 

4 橋 園 炎 口 族 の 充填 と ナマ コ 山 の 隆起 

ョ 』 BAD OME LMAO D he, 

>> FG BR DEAE © BAe 

=  AEBLD WAVE ae © RAE 

HU ABA IC LY REO We Do eME 

4 WRROARIC Ek ZRO_LYROPVEWE 

』 YPAYIOURIKC LSA OP ROEM LINBO eet 

へ RRR OVW TK OPH OB 

= WARABRUIPAIEIC k SWKRU BSE OBER 

YE EBRD BE 

4 YPRROUFRIC k SAR WRUDRORA LIT ROB 

以下 それ ら の 主 な ぁ も の を 概 輝 せ む 。 

KAMICEOMEOBME 中 著 る し き は ナマ コ 山 の 隆起 と 軟 橋 園 火 口 謀 の 


FHI UT, 管 て 隅田 感 よ り 低 きこ と 40m に 汗 せ る ナマ ュ コ 山 は 之 よ め 100m 


to 


wo 
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LMSCAO, MOH SO 更に 低 き こと 150m BU AMAA dt 
Z LBA ERI STENOS 

HET eB IK TK EE A PERO NEIL O, 大 正 8 年 の PRB 
APES NS SALI BARE UT KR OME I De BEES 
る を 認 む れ ど も , TH6OUMMED Ait 同じ か ら ず , 明治 38 年 の BEEK 
口 は 認 む る に 由 な く , 却 つて ナマ ュ 山 の 東側 及び 北部 に 新た な る 火口 を 生 
ぜ り 。 特に 前 者 は 東西 2 口 に 分 れ て MBO’ RL, TOMO KE 
後 長く , MBA WME LD, FOAM ZB EEC eb EM BHP by 
を な せる も の ヽ 如 し 。 (TPE oR MMROME に よれ は こと に 中 と 可 
どこ きも) また ナマ コ 山北 側 の も の ,2 個 相 接し て 蘭 形 を な し , その 中 央 西 
側 よ り は 更に STOW の 方 向 を 以 て , 直径 約 20m, YES 10 m AO KALB Ze 
0 , これ また 一 種 の 糞 裂 火口 と も 見 る べく , COMMIT LBB 
る 他 の 裂 看 と 変 は る 部 分 に は , BIE—OOMBIZO WK AE U, IE 2 方 
OR ICT AERO ABW A O EMA ICMERAR ET BICENY 

KD HED 2 OBEN (ERO T, WIR EO PRES — EBM L, その 大 部 分 
岩層 に 被 は れ , MOE OWMIS FABLKO OW SUE ( DSI 過ぎ ざる に 至 
り , 食 ヶ 峰 の 内 壁 ま た 頂上 の 近く まで 岩層 に 被 は れ , MOBIC (BH Rs 
厚く 岩層 に 被覆 せら れ , 且つ それ ら は 多 敷 の 大 裂 組 に より て 綱 か れ , BAK 
WAHT OS DO 6 

3b OBE PH BS LS & OAL WW BRO 北 70 東 の 互 に 直角 な 
BTr (BVA HRB DEO AB, HEC Ze HII, REZ I FD FBR 
綱 ね ぬく も の , BHIZKOD WRIA tOKDE BD 0, ORRON 
壁 , 馬の背, WRB %e t OIE Hic va ¢ 8 OSI UT, BMI RS 
も ゃ の は その 低下 側 の 沈下 に よ ょ つて BHO t 1K L, 馬の背 の 頂上 等 に 
於 て は 中 間 帯 の 沈 隆 に よ ょ つて 地溝 峡 に 化 せ 0。 
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HUIS OBO MNZBOT, PRCA SRE 2 地形 測量 の 
MRICS SDSS. AF CORP LMS BCHROWMA ZL, 

EMO KI MAEO-K AE AE RG Bh OMS BUR RE & Bild OS 
に , BOB 19 FI KOBD CS LHS, 2820 日 始め て 大 沼 湖 月 
ME OLD SPRL, MUA ROK DOWER IE Be と し て HI 


«BRO Ob, INOW, Gil > MER SE, PE ROMS k ORES S AME SMO 


第 = | ん に し て , FFE PRE ROME の ABER 
よめ 人 義 す る 規則 正しき 噴煙 列 は 注目 
#EO YO o 
この 日 大 岩 登 山口 より 登れ る に , 
te 500 mm 附近 よめ 既に 則 悦 層 中 の 
RY a le BA, AGES AY UOT 噴 
Ae SLic 0. RB REL bOROR 
に 達せ る 順に は , KDA DO Swe & 
Je Td it se ie Tal i) BET AWAD fod CFO eh eH 
る が 如く , HDC DH & OHA EF SEC AR RED, ZO 
SF + aOR Me ES THICKE BBUSOS!N, Fr AWC BNE 
DEMLEN SEB ELOMAOKD I 濃霧 の 中 に ある が 如く , WBKAD 
南方 約 50 MICU CHOKE FORME Mh 白色 放言 より 成る 新 月 形 火 
口 壁 の 生 ぜ る を 知れ る の み , Wis LBA OMS 6 SL BABILT, EME 
々 た る 鳴動 を 聞く の み に UT, その 背面 の 砂原 高等 は 全然 見 る 能 は ざり き 。 
営 時 既に 火口 附近 は 厚く 隆 放 に 被 は れ , 歩行 極め て 軽快 な り し も , ILA 
の 多 敷 は その 上 に 突出 せめ 。 加 ふる に , MIRE AMEE ISHEAIC UT, REP 
Wr s HEC Et SMB, PUR Ze 経 ず し て 全く 跡 な き に 至れ 0 。 RHE 
RANMA Sb, RK. BRT ACESS. 
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ZOBMALL HK KAM MIL &, 山上 の 噴煙 は IU, KO OM 
(SRA ERREORMOARE LST AICENY0. MSSM KAD 
MEMES AF APEC BE U, UB KO RAD LO’ A RRA Ko Re BR 
9。 特 に 注意 すべ き は この 日 小 川 , 鹿部 方 面 よ ひ 壁 め る に , MUIZKOO 2 fH 
よめ 共に 直 第 は 小 な れ ど も , WAU SRE HEL SI LIC UT, KADER 
る も の が 3 個所 に 分 在 す る こと 尋 な き に 至れ り 。 AO, 沼尻 沖 通 航 の 際 , fa 
形 火口 の 西 上 に 貫い て 5 6 條 の 時 煙 銘 を 見 た り 。 こ れ 或 は 同 火 口 の 西 に 績 
ける 爆 鍵 火口 欺 大 殖 鍵 が 党 叶 活動 を 病 け た る に 非 ず や と 祭 せ られ る 。 

依 つ て その 翌々 23:0 HO [LICR Sb, EC 噴煙 の た め 展望 に 耐 
AD, 蘭 形 火口 へ は 勿論 , 実 政明 治 火 口 に 近づく こと さき へ 不可 能 に し て , Mh 
形 火 口 の 現に 噴煙 せる 部 分 と , その 他 端 の KBGEARD BB 5} & Ze s 精確 に 
知り 得 た る に 止ま れ り 。 降 族 は 党 時 既に ナマ コ 山 東 許 面 の 大 部 を 被 ひ , B 
層 の 蜜 出 せる も の この 許 面 に は 甚だ 少な し 。 

WAT 27 日 登山 の 節 は 火 如 附近 の 岩 情 は 一 必 厚 く TOROMMI 被 は 
れ て , TASTED NRC, 就 形 火口 の 東 日 は な ほ 盛 ん に 噴煙 せる る も, FE 
kts LAB BITES, TOMO EC ARP HALE, LBM KALS 
DOKAHERO KA RU, KARRS HE OAM LAS 4 ris SO 
So MULRGOMKA LTO PBR AERIS SRA HE 
WONT, COME ORACLE ¢ HIE SGD, また 創 ヶ 峰 走 下 の 
部 分 は 人 硫 気 の 噴出 願 る 成 ん に , SRO SA ZI INST PRL HEEL, ZB 
運 過 し て 剛 形 火 唱 方 面 に 乏 回 する こと も 不可 能 な 0 き 。 

BIT A 2AMORBORLEO FRY BR, BEKO ROME KDE 
KPC SNES 8, RRM BKOSMBKA MUSED k O BS Amey 
所 の た め に UGH, RCMUAOBBICBLE SK, よく 火口 の WHER 
し , EINE AEM CSS, 之 よ め 西 方 に つ ヾ り BKB S Ke tO RE 


4 
z 


4 
ae a 


7 e R xX ee ce 


BO 2 FS Lo F OPM IE 3S AHIE DKS BEC SOR eH 
Do 但し と を 園 め る NIVE 及び N20W OPPS EBA (HA BE 
し て 長く その 間 に 留 まる を 許さ ず , ZEOMBKA Ke AKAN 
達する を 妨げ た り 。 

稿 時 最も 活動 せる は 就 形 火 臼 東口 即ち ナマコ IN RAMO’LORUT, こ 
れ の み は な は ほ , RKO str. STERN S, 多少 の 降 旅 を 件 な へ る も, 他 は AEE 
ET DIS FA OTM DED ZABERED PRA Xx S 硫 気 を 強 - 
RUBE し 績 けた 0 り Cie RH 2 ROAR LT. 

但し その 後 登山 し た る 者 の 言 に 擦れ ば , BHBDKOSKTAS 日 に は 
噴煙 開始 せ る が 如く , KAD Ras 75 (SABRE O&O LUN Lo 

ANIM OW OD 陥没 帯 が 生 ぜ る は 6 月 23 日 と 27 日 の 間 , 隅田 感 外 側 の 裂 こ 
包 が 断層 と 化 せ る も 20 日 乃至 27 日 に し て , 落差 は RECBME OS, RIF 
WER BO Awe IC & 20 日 に 人 飛越 え 得 た る 部 分 が ,27 日 に は 幅 ユ 1 メー トル 
以上 に 開け ぁゃ の あり のり 。 

噴出 物 の 種類 噴出 物 の 主 な ぁ も の は 之 を その 定 質 上 よめ 言 へ ば CAR 


HS LK WIR EN UT, ZS OFM ONKRB OB TIEKOM Uv 
1. 浮 石 質 岩 選 訂 或 は 浮 石 層 2% BRR AREA | 3. BURY 
4, 降灰 層 5. 後 成 泥 流 。 : 
{8 OPO AS PICEA ONCE ES RINABHO LO, 種々 の TBS 


BO’LDEHRE 3, ZREROL BEAMS RIGA ERT IE STS 
DF ERGO ACTH Do 

浮 石 質 岩 層 層 一 名 浮 石 層 SHOMM Mie 8 BK he BAS ik REO 
に 地表 に 拠出 せら れ た る 淫 石 質 岩 誠に し て , BIZ IE, WEE OUR 2 
えて その 外側 に 達せ る の みな ら ず , 火口 の 東南 東側 即ち 司 跡形 火口 訂 Ope 
加 せ る 部 分 に 於 て は 少な く と 6 50km LL LOR AIRE L, HERB, EDR, FRAL 
部 , HEE OR AR eR, KO IBS 52km の 恵山 呈 を 越え て 海上 に 及 べ 
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Do 

ZNEO 5 b, SIF MOMMEIEE US bOI 屋 地 上 に MBRBORA® 
2b, 立木 を 四方 に 倒壊 し , WOR A ORO OHS ODA EBA 
落下 せる 観 あ る に 反し , 鹿部 方 面 に 向 へ る も の は 立木 ター 方 に の み 全 し, & 
角度 を 以 て 地表 に 投 詩 せら れ た る 観 あ り 。 こ れ 惑 は 前 者 が 安政 火口 よめ の 眞 
上 に 拠出 せら れ て 四 近 に 落下 し, 後者 が ナマ ADK Bok HT AR 
形 火 口 よ り 府 あめ に 拠出 せら れ た る 結果 に 非 る か 。 

岩層 の 種類 大 小 及 び 堆 積 の 順 席 岩層 の 大 部 分 は HE 10 cm 乃至 50cm の 多角 
EG ist & }, 火口 附近 に 落下 せる も の に は 一 濾 5m に 達する 大 な る 
& も の あり , RBA BURN BSS LODO, 特に 最後 の 抗 出 物 中 こ 
DOMED & OF Lo 

この 外 火 口 附近 に は , PERRI UT BER OREICED S80 ( 瀬 
戸 氏 分 析 IV), 放 白 色 級 密 な る 部 分 と 白色 多孔 質 の 部 分 と が TEAR Beat 
る も の ( HARA Ula 及び IIIb) LOMA, MARIS Br MRE 
ORT MSHS GES EL OUEGU も, 後者 は 淫 石 成 生 の EOE 
と し て 新た に 噴 出せ られ た る も の ・ ゝ 如 し 。 

SKBOMAMICHR TS, RARROFED TO 内 部 の 粗 窓 に 従 つ て # 
面 に 凸凹 を 生じ , 一 見 既に 風化 作用 を 受け た る が 如き 岩層 を 見 , また 屋 々 綴 
窓 多角 形 に し て 幽 か に 青紫 色 を 帯び , 加藤 武夫 氏 に ょ つて SERA 
と し て 記載 せら れ た る 種類 の も の を 次 へ , し か も その 一 部 分 は MGC 一旦 
KRM Die RON ~ RAR BL Oo 

LOMO’ OEEL UTHARWHOMMCOA 拠出 せら れ た る が 如く , 
貫い て 最も 大 部 分 を 占 む る 多角 形 淫 石 片 を 被 む り , 最後 に ペン BRERA 
EGERROA BME Litt SDM Lo 

BELAORS に 就 て は 未だ 精 測 を 経 ざ れ ど も , 前記 ナ マコ ORE 
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OFGELK EO Fie 主として この 原因 に ょ る と せ ば , 前 者 に 於 て 少な く 
と も 100m, PKCM TAME KO TiS1D0 MIE ¢ ERIN Le. 勿論 この 
PES UR RIES GEO TRS Sb WHET KS 東南 東 に 於 て は 火口 
7e HE S 8 km OC) mah 7k ES — BA PREC IAT te (E 1.5 m, 同 12 km の 鹿部 
WAM T 1 mY EIS, (A USBI T & HUES OFLO BR 
上 , 4 SHERRO FIRS KAvF 9 

岩 選 落下 堂 時 の 温度 拠出 党 時 これ ら の 岩層 が な は ほ 高 温 を 有 せ る こと は 状 
D2 iRoOkmOD YOR HOBAMCRAT, 落石 の た め 火 災 を 起 し た る に 徴 
し て も 明か に し て , BRA OS CRs, 落石 は 生 木 を BES BOT, 


BERS BARRIO AG 6 く 燥 焼 の 後 婦 に 炎上 せり と 言 ふ 。 但 し これ この 朱 . 


距離 に 落下 せる 際 の 温度 に し て , 噴出 党 時 の 温度 は 素 よ り MEDI ZK OR 
0 が 2 6 

岩層 落下 の 速度 之 に 開 し て & 未だ 詳細 な る 研究 を 経 ざ れ ど 6, 火口 よ め 
高き こと 250m に 及 べ る 創 ヶ 峰 を 越え て , FERLO cm の 岩 居 の 人 飛散 せる こと , 
大 な る 抗 出 物 の 落下 せる 部 分 に 於 て は 地表 に 深き HBO BARBS, 大 
木 を 根 な が 6 OAT ER OYRHDAIL, KABA S & 6km)yR 8km 
DBO, 小川 方 面 に 於 て , PUD DRI RIS ERIC KOTTOM 
度 の 如何 に 大 な め し か を 祭 す べし 。 

但し 本 別 鹿 部 等 に 於 て 家屋 の 破 壌 せる は 堆積 物 の 重量 の 低め に し て , & 
POMPEI KHAICIED, 脆 軟 な る 薬屋 根 は 却 つ て Me Rar 4b OS 
し 。 
| 浮 石 質 岩 層 流 一 名 浮 石 流 MM tons Fen wa led, Mie AB itoO 
CHES O.FBKARLUTZYE 0, BCE CHM LES BOL 
T, UME CARER ICA TEASER O CRIMR RO EO, 或 は 更に 他 
の 谷 に 躍り 込み た る が 如き 場合 多く , COWMO 如何 に 大 な り し か を Be 
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Lio MANDIR BHM OAD 8 4 i PIE ik Ft SPB TE EE 400 
MOSEL T & OW HE O LOT BER MNC, BEPC Ie 更に 
HOPE IOUEF YB ez し , Sil 7 PEN YEA veh kOKKBHOED 
KE OASIS PHO RG IVA CMO ITEM YO 。 GEOR ICR 
MB, 即ち 谷 の 上 流 に て は , PHIL, 烈 し く 谷 底 及び 谷 側 を 和伸 0 BEER 
PANROPED % SA CT Ze MENU, BIE IBA & OH Be aes 
ぐる 部 分 あの 。 MORIMMOMMBILM Tid 2 OMOBNEH ICA LAK 
Were C, その 一 支 は 天 東 澤 と の 界 を 突破 し て ZIG Oo MEOW 
は また 創 ヶ 峰 東 南側 の 大 獣 一 BABI BEL, 2S lid = BOO eae Kah 
ite ES 0 

大 規模 な る 淫 石 流 例 へ ば 赤井 川 に 向 へ る も の , 尾 白 内 に 向 へ ら ’ OD, BUR 
衛 砂 原 に 向 へ る も の 等 に 於 て , 現に 岩 選 の WERRPETES 4B (ed 海抜 500 mJy 38 
400 MEF DARA LC, LOLMROPOK UIE 大 な る BIO 流出 
量 多 く , 従 つて また 流速 も 大 な る た め , 下流 に 至ら ずん ば 堪 積 を 始め ず , 押 
HORM 3 (SiH 300 m の 低 所 に 於 て な ほ HOT HMBOBO ABS v ¢ ; 
CIR UC KF i HD 狭 長 な る WAR SIERL BS & Old, HEHE 600 mJy 
E700 MOP 0 GEIS AERIS HERR LA», 300 mm 以上 に て 終る 。 また 馬路 
形 大 火口 の 東 に 向 つ て 開け る 部 分 , 即 も ナマ コ 山東 許 面 の 廣 潤 な る BLA 2 
彼 へ る 浮 石 流 は , 谷 に 集中 し た る 形跡 を 見 ぐる と 共に 之 を 優 触 せる 跡 な く ; 
CO Lbintd 22 AE & OBER WD Is US, Fa » BOMIHEODOT そ 
OE HATACH OMNES. $11 SABLA, 一 日 中 腹 の 
BAN ODDO, その 末端 の み 谷 に 入れ 0。 

PARK & SHORE を 見 る に , 上 流 に 近く 谷 の や ゝ 深き 部 分 に て は そ 
の 中 を 辿り , 或 は 錠 を 突破 し て 細長 き 流 路 を 示す を 常 と すれ と も , HHO 
PHENS CSE DIR BAR TYE Ee te UC HOO, 上 流 に 近く な は 流 速 の 大 


. 
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769 LaBare Cis v > x RT BOL, 水 河 に 於 けり % HE dn 
き 隆 起 を その 遍 側 に 生 ず れ ども , CORMO BRAN S RPK hy - 
ンズ 欺 を な し て 膨れ 上 の , Hilibee ak (SPH OSEREO hn < aPHEL, 226 OW 
MOEA REE OO E ORE T RUE, FHS BANC AOT 流出 堆積 せ 
Ox ERMA, CUM EHOR BAO At —KSTMUT, 
その 流失 の 少く と も 末期 に 於 て は , ED EO BBL, 上 流 に 於 て HE 
せる 結果 , CREO TIRES LOOM レン ズ AM eR SAB 
に , 後に 流下 し 來 り た る も の が 凸レンズ AGM DYLAD eR FT DM 3 (SH 
D CHE O o 


6 = ff 
ーー 
Cd a 
eet St Bene eae is ae 
る oe ee Nashinokizawa (middle part). 
10 0 C eee, 
20 40 60 480 100 Se Se seep 
iS 
Akaigawa{middle part). —~ 
Irasawa(near the terminal) 
Ss be = 
‘\ Yaenonzuna, ei 


Akaigawa( terminal) 
(longitudinal) 


108 6420 10 
SSeS 20 : 30 


2A 流 & 面 wl 
Br kSMBMHE DS OMS, FHREAO Litebemk lo TCOF 
Were IS 2 Ai Kite Eb, (ARIS ORM 76S NEI O TIS BH 
DUNE 2 BRS BZ LBP ISL | 
ZIC KUTCH Tid, 従来 むし ろ 低 か め し 部 分 に 押出 し て , 厚 き 堆積 
tte ZO ENA SRUT, 高低 所 を 替 へ , SROKA ERBS 4 isis 
か ら ざ る だし 。 特に 赤井 川 , 尾 自 肉 , MAM RAH EM SEA TOM S 
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(SHEA E Pies O LPRRHB NE 大 な 2 ew IR Me を 生ずる に BI 
Do 
ERoBER Ki CN6DFAUPELS LOAM S 


1. HAMA W7 EH RAN O AAA-BA ERB & PO CHuH 
Ai BEF Cash 6 LOK し て , そ の 西 枝 は 宿 野 外字 焼山 の 東方 300m 138 L, 


東 枝 は 大 岩 登 山口 西北 方 約 3 km CET. 堆積 面 積 約 5.4km2 , 厚 き 最大 少 な く と も 


25m を 超 ゆ 。 大澤 一 名 五 番 央 に 於 て も 少な く と る も 四 回 の 流出 を 推定 そし め あめ;, 堆積 は 海 
FRE v 500m HHH kK VMENV, FOLMCBCAAL< Bue AM eS eT PERE 
Dh Lo 

2. AGHA AHR MEPIS PKI Bua ( 7 條 の WEE, Hak U By 
へ て 第 一 , 第 三 , 第 四 , 第 五 の 諸 谷 を 下 れ る も ゃ の に し て , P-OGE FILS 4 Old 一 枝 
を 第 二 の 和 谷 に 分 て る る も, 之 を 俺 は ら ず し て 却 て 斜面 に 接 が り , 第 三 の 谷 を 下 れ る も ゃ の 
EKZOPMCRCZERLCHIOR KAN Vo 同様 に また 第 四 の 谷 を 下 れ る る も 
の は そら の 下流 第 三 の 谷 と 合せ る 部 分 た て ZKAYV, BEOZO’UOORZ を その を 
Hit V, CHE oOMMAL & LTH 600 m~300 m OBA (CdS S We 
DSB RLV CL OMELFHAKEZOADK UCHR DIK 0.9 km2, Wc HBP CSET 
る に 至ら ず 。 第 六 及 び 第 七 の 谷 を 充 た と せる も の は 流動 の 跡 , ま へ な し , 思ふ に MSY 
FB OFRAKAS TD AMIC HS CLM 7 MEOZINEICEX Dir, +O MPMI LT ACH 
EZCLDUEPY LABHDLS~Lo 

3 BRAAMRSHMSSAR 。 胸 の 彰 の 鞍部 を 越え て 押出 澤 の 上 流 に 落下 を る 
PAEBBR, そ の 注 斗 其 地 形 に 助け られ て 谷底 に 集まり , 非常 な る 勢 を 以 て Zee 
BRL CLO FHS VRBL, 一枝 を 土橋 方 面 に 分 ちっ ゝ , そ の 相 流 を 以 て 尾 折 内 方 面 
に 向 ひ , Bic KE MEK EDT TOMI LY, 約 46 km2 ORE RA 
る も の に し て , 厚 さ 最 大 20m を 下 ら ちら ざる ペペ し 。 

4 ARSE MABE TH SARA O-MARKRE LORE ROCK 
AY, FO-MACMAH BL OMNEL, COMME LS) Vo 

5. HRGMRIRAZSaR CRGOMPRUMO YH OMMe Aw Ic pz cw 
ROM ME RUPE © Lit —#CRT eS BPARABA, KEOREFOT 北 北 
西方 度 抗 崎 に 向 へ る 裾野 に 接 当 れる も ゃ の に し て , そ の 横断 面 第 三 園 の 如く , 少 《 ょ る も 
三 回 の 流出 を 推定 せ LY, 厚 さ 最大 30~40 m に 洋 す べし 。 面 積ま を た 凡そ 1.2km2 に し 
て , WAR, RAW, RINSHO’ OIC HU CK Yo 

6. MRAM KXISHASMEMRSS at DRE LRA SAR Aa 

Ai PE ROR ORE (HILO TMS FY, 相互 の 境界 を Feak Uc 衝突 合流 


i iii 
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し , ク ョ ロー ジア ー の BOM. FO RKEKG CMPACIBE 6%. OK LT HRY 
0.9 km2, [8 = KE 1LOm ERAYS~L, 

7. BRADRLAF BSA PG ROSANA ed x IC F 3 1 9 EO Lyle 
EPR SHARAD,  O_LUMAIRPIRIC DRE S 部 分 の PRORMAE ZO) 
規模 な る 流 を な し て 下り , 絶 面積 12km2 そ の 末端 送 た に 一條 と な り て 谷 席 を 下り , 海 扱 
80m 附近 まで 達せ る も の な れ ど る ゃ も , そ の 後 の 降 灰 著 る しかり リ し と , 後 成 前 泥 流 の 影 矯 
と に ょ り 原 形 を 損 そ さり 。 と の 浮 石 流 に 限り て その 南側 の 樹木 碁 だ し 《 く REX Blah, 
ALEVUKC ER LES AM es Be W334, TORAH, SIMA BR 
泥 流 の 條 下 に 再考 すべ し 。 

8 出来 淵 及 び 留 の 澤 方 面 淫 石 流 火口 の 東側 即ち ナマ コ 山 束 斜 面 を 下 れ る 浮 石 流 
i, OF S BAR te SMe FO CAD RBAKIC HE & WEI, 一 部 は 出來 潤 崎 方 面 に 向 
CHIC L, 一 部 は 留 の 澤 方 面 に 向っ て WAKRAN VY, TX CLOFHOO 
は 之 を 構成 する 岩 選 も 割合 に 小さ く , 崖 計 流 の 厚 さ る も 比較 交 少 な く , 是 つ その 後 の 抗 
出 物 及び 降灰 の た あめ 表面 を 彼 は れ , 大 に 趣 を 他 と 異 に し , HI TO LHL TORO 
出 物 及び 降灰 の 寺 め 明か な ら ざ る に 至れ る を 常 と すれ どる も, 斜面 に 集まっ て ZEW 
L¢ efi be SPE WF, 面積 少な く と る も 13.0 km cesT, 

9. と の 外出 来 潤 園 由 の 北側 に ゃ 一 條 の 光石 流 存する が 如き ゃ も, その ROM 
UVEIKD ke DIDKED It bX SK ENV, 


PRRESRBLOMR GAH IA-HWKRCAP LS AKO 部 が 
更に 押出 せる も の と 認め ら る ゝ を 以 て , CORMLGICLAC 地表 を KX 
る 岩 居 上 に 留まり め , 時 に は 全く 岩 情 を 見 ざる 部 分 に 達し , 前 の 場合 に 於 て は 
陳 者 の 境界 往々 不鮮明 な れ ど も , 通常 浮 石 流 末端 及び ARMS その 凸 レ ン 
AAR b, CORB SABOSHRL IC LOTHH ISS, 且つ その 末 
WBE AIF KES SMAI Th, PHRISEIK Be REOT KARR BS Ee 
DAE DEH LS SMART 8, PAS その 流出 後 少 な く と も 三 
週間 に し て な 高温 に し て BAC RESA t SEDO BME t SRO. その 
うち に 埋 在 或 は 残 立 せる 樹木 の 灯 焼 を 績 けつ ゝ ある を 以 て , RAK MHZ 
PB LIBS 6, 色 の 相 逢 も また この 温度 の 相知 に 基づく 放 分 乾 漢 の AE £ 
る も の の 如 し 。 樹木 の 倒壊 焼失 も また 浮 石 流 の 一 特徴 な れ ど も , その Hai 
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また は 末端 に て は 立木 を 倒さ ず に 之 を 園 め る 場合 無し と ょ とせ ず 。 

今日 淫 石 流 と し て 見 ら る ゝ も の は 既に 岩層 落下 後に その 上 に 押出 せる も 
の な れ ば ば, 常に 淫 石 訂 成 生後 の 成 生 に か ゝ る が 如き も , その 流出 後 更に 多少 
の ペ - BORA BE eRONRZBGRSbHO また 厚く CORD BRI Kdtr 
た る 部 分 も 多 Lo SAYRO MICH Tih LES EOVZICA< Kidnr 
た る が 如き 場合 は むし ろ 少な き が 如く , HAH ACH A] WALD & O s Ms 
或 は 然 ら 5 らむ 。 DK OMSL tC OVHL RBWOMR I に よ つ て 祭 し 得 る の 
ae 


FREROFEHLOBRR CABRO Gate 構成 する も の は 主 と し . 


て 淫 石 質 岩 層 な れ ど も , この 外 多 量 の 族 を 伴 な ひび ひ , COPIES BUR 
に 降下 せる 冷 旅 の 外 , 岩 居 隆 下 の 際 に 同時 に 混ぜ ゼ り と 認め ら る ゝ 熱 旅 あめ , 
それ ら は 或 は 岩 局 の 間 を 充 た し , 或 は 岩 居 の 一 部 に 厚く 積 り て 長く 高温 を 
rb, 地表 に 直 出 せる 岩 庁 が 既に 冷却 し て 歩行 に 耐え 得る 場合 に も , COM 
放 中 に 足 を 投 ず れ ば 火傷 の 愛 あ り , COMET AW CEH, ABBE 
の 測定 報告 ある 可 し 。 
= DROMRICED SPARRO PAI LICL 種々 の 特徴 ある 現象 を 

見 , その 著 る し きも の 次 の 如 し 。 

1 SEB KONE TRO SVMS 噴 握 性 裂 鏡 の 或 る も の は , Z 
2REREROGAORSRABA CF る 虚 に 認 む ベ べく, 一 見 噴 気孔 の 如 
SARE &, COMPU GS < GAH LIE ARIMA ET SKK 
FSET Sd KBB SEM OULD — JAZ APE SI 
る 結果 に 過ぎ ざる べし 。 

_ 2. 三次 炉 琉 気孔 大 火山 Ash volcano 前 記 の 烈 鐘 以 外 に 於 て も , BAR 
の 厚 き 部 分 及び 淫 石 流 の 表面 に 於 て は , FAO MBRUZYIEKY S IR 
OFA LCRA RRR SOMO WA WHRL, その DBE 


Ey 


oh ie eee 129029), = 


は 硫黄 並び に 白色 , REE, RAL EASE O SEE EO. 浮 石 層 が 厚く その 
後 の 降 旅 の た め 被 は れ た る 部 分 等 に て は この 種 の 噴気 は 特に 埋 浸 を 撮れ た 

大 岩層 の 周 園 に 集中 す SUT, Hb MER EN BP tos es Mesa LO 
ゝ ある 観 を 示し た る 場合 あれ どる も, WALA OB AICIEF LT, その 
fl ets SKE ORT SEO ML, : 

REI UE COMES KOT 人 織 ば され た る 旅 が その 周 園 に 堆積 し , 小 規模 な 
BHRY—FRIMI SLAG. ZeBCIKNB CHES ~THEKIN Ash 
voleano LHF SL COMMS Z2 1 FELUOPA I LRO 赤井 川 方 
面 淫 右 流 の 中 流 部 に 見 る べく , 後者 は その 火口 の 直径 11 x 0.75 m, 肉 側 の 
傾 久 50° に し て 外側 の 傾 用 80° 2 0 6 

3. 友 分 の 層 別 頂上 附近 の 浮 右 の 厚 層 及び 八方 に 流出 YS PP OM 
分 は , 堆積 後 20 日 全 に し て 猫 ほ ER LS 高温 を 有 し , tORMO BH 4% 
MASK he RTH E 3, AMMO MS (SIRI BL, HHO 

(SUE A EI Bk BIE KD Oo Hi LILEKS POMBE DT ot DO 
高温 の た め に 無 化 上 昇 し , 地表 下 BE SPE SITE L THO SRLS LORS 
Wl 

PRES BE OR URI Os < HER Soo Cd, 樹木 が 直立 

せる ます その間 に 埋もれ , その 下 底 よめ 次 第 に 燃焼 し て MAOIEIK COS 
SORRRRITBRAHO, CHB ORR ORS BIC UT, BLOWER 
に 茎 に 知ら る ゝ 所 な る が , そ の 成 生 の 客 例 が 本 邦 に 於 て 目撃 せら れ た る は , 
今回 を 以 て 始 と すべ し 。 

PBR REKE ORNS BAMBISE 立木 を 倒さ ず UC ZERO, PT 
HAR ee NA Ze OU, HAG AUIA LL DA Ar CSC Uk BE 13 日 目 の 7 月 日 な 
EMAO—MF EPICA SE > TO 根本 よめ HOE LBC, 一 部 
は 既に 岩層 層 の 表面 まで RAROT 倒壊 し , 跡 に 残れ る HH SPAS CR S 
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1.40 ~1.75 m に 達せ 0。 

pe IE O) He Z WES RAR AR De 2 BES SS URED Pram (SEF T E(t S Pr 7s 
れ ど も , FHORPMCH Td Ft OVD eS, 唯 だ こ OD 2S BR OF a SE PD 
FREE MO BAO L RACH, FILS HORSE tO _ Lime に 生 ぜ 
DD Ao 

57 昆虫 類 の 集中 HES 日 の 6 月 20 日 登山 の 際 に は , BT 程 中 僅か に 
SKOMSIMDORAC BRT ZIG SO UD, 238 SUOBMKBE 


WEE OME CE > 6%, WAT 27 日 登山 の 際 に は 隅田 感 の 頂上 ー 


WEES TESS ie D PT SE ICS LX ZORRO FEA ODGUHO Bh tS hi, 
RERSER PIS OBR WIP GSS 2 be BARMHe 感じ た 
Oo 同様 の 現象 は 7 月 日 園山 の 頂上 に 於 て も ZR, 2250 DROW 
上 上 東端 に 於 て も 之 を 見 た め の 。 特 に RA ROBGA CE, BRIS 2H 
て 集まる が 如く , COMMA REBRO MONICA OT MN ORM eR 
色 に 彩る 程 集 中 せ 0 。 


BRIA SMH 浮 石 流 に 被 は れ た る 河道 緊 は 道路 潮 等 は , 浮 石 流 


OAR 7 HES BA YEAS AO Chi T TAS BRUT 被 は れ , こ 
れ ま た その 表面 は 放 白 色 な れ ど る も, 内 部 は 淡 赤 色 に し て 厚 さ 往々 50 cm に 達 
し , 噴出 後 10 日 に し て 猫 ほ 少な く と も 170°C の 高温 を 有 せ る 部 分 あ 9, Zz 
騙 れ た る 欄 葉 並び に その 上 を 被 へ る 欄 葉 は 一 率 に 枯死 せめ 9。 但し その 下 に 
TERE SAY +, アマ ニ ホ 等 は この 頃 人 既に その 一 部 分 よめ 新芽 を 括 け 0( 第 
Shik 2 fal) tu < PARA D KAD, Bk® (PROT 漏出 
L, HEAT SS &EOMSS 6, ANAC STE, 土橋 北方 の 段丘 を 
B~ SAO PORE IHS T (ko OPO RURI 2kmM 以上 に 及 べ 0 。 

ABBROAWR 爆 杉 後 % また 噴煙 中 に は 多量 の 火山 旅 を 混 じ , 特に 19, 
VAOMAKNORAM bt + 3 HORM. 21 BREA FH は 火 


ie, eee eae 13135 


AO RACH EN b BWR WIS HOM を 見 た る も の の 如く , 一 時 は 赴 
(SWIC BS ECE YO CMA 6 る 。 | 

© OB OBIS BK WEAK HDOKHORE JRO, その 分 量 は 
勿論 位置 に よ つ て 大 差 あ 9, KOICHB( + + 3 NOWRA Td REE 
6 HAIRS 23 日 午後 既に 深き る 40 cm に 達し , 地表 に 堆積 せる 岩層 の 殆 ん 

ど 全 部 を 埋め て 古 滑 な る 和 府 面 と 化し , Mak CH UTHER EY SMA OS 
火口 の 四 近 また 同様 に し て 極め て 耕 滑 な る 放 層 に 被 は れ , その 表面 は 硫黄 
の た め に 美 は し き 黄 線 色 を 晃 せ る こと あり 2。 

OH ORB CED IK EBS T SSS PLEO Lilt & KE SIR 
層 に 被 は れ , 岩 居 の 全く 埋もれ る 部 分 あめ , WH MHA RAMI Tb St 
隆 原 は 堅く BIRO 2B, 7 月 初め 頃 に は ュ ン クリート BOMS RoE 
な る 表面 を 生 ぜ 0。 こ の 方 面 に 於 ける 隆 族 は 厚く 森林 を 狼 ひ て 樹 枝 雪 め に 
Sith U, 道路 も 容易 に 通過 し 難 き に 至る 。 特に 明 祝 川沿 岸 等 に 於 て は , HR 
100 m の 低 亡 に 及 ん で な は 地表 上 15 cm に 達し , 海岸 に 於 て さき へ 2cm に 達 
せる 部 分 あり め 。 

二 次 的 泥 涼 さ イ ラ 澤 の 倒木 降 放 の 多き 地方 , 即ち 主として 東 廊 に 向 へ る 出 
AHAB, 北東 に 向 へ る イラ 湿 , 明 部 川 等 の 方 面 に 於 て は , RAG 乃至 白 
色 に 見 の ⑰ DSPA MISS ABOKRMLMOT MRO KRREMRe , その 
末端 は 往々 谷 に 集 ま つ て 海岸 に 達し , PHI RRS ZLGH O, 特に イラ 潜 
KINO & OO hl S HOPG A= aE L TYRE 9 6 
この 種 の 流 を 見 る に 主として REIN % WF LPR OMY EEE 
me SB] ORAS ROS CEE < ROP IR PRB 6 tL, KITE, UAE CANS 6 OIE 
BaP EES ROAKO MS 5 BAI CHRBA OMICS te Be iit 
FUARZeED Tieit ctl, 1 7B, AMREO LOOM FER als 
上 を 流 る ゝ EDIEZEIREO, ATE, MULE FO &6OOM ¢ els idtr 
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SHAWROMRMER tS &bOISROARUIULS EDKONLO 

AVEO 4M SUSHI 6 DIBBA UT, Wie 2 F れる も の の 如き 
は 爆 艇 後 4 RAD 21 日 に し て , MERE O EME 6 Oo 本 泥 流 は その 
ERICA TH MINOR 2 AL OF, MOT その 東岸 密林 に 被 は れ Fil ee 
8 LU, Hit 100 m 程 の 記 に て HH CAVES Oo MU Tt OM 2S 
2 AVEDRES TC BEL SW 2 EO TIBKOG A RUWE ADS, JE 
々 樹木 を 倒 域 せめ の 。 

この 現象 の 一 訂 着 る し き は 1 SHOE 及び その 上 流 西 側 の 一 部 に し 
て , 4 FEW O MCI TRADI LOT HE Stk S 谷 度 より 高き こ 
と 5~Tm SCBA <6 HSH Str, HOP VEILS» 6, Bb AMS 
けた る 形跡 な く , 一 見 一 大 洪水 の 跡 の 如 し 。 1 > LUEPGOURTT (Cb & te 
同様 の 現象 を 見 る 。 

WES OM SMRD ODI し て 生 ぜ る か は 未だ 明か な ら ず UT, REVS 
を 観察 せる 以前 に 雨 を 見 た る は 6 月 19 BRU 24 AROMA MSS UT, 
必ず SR BINS ST, 明太 川 に 押出 せり と 言 ふ 21 日 の 如き は 余 等 
が 山下 を 一 周 せ る 日 に し て , 終日 雨 を 見 ぐり 9 LeRO, 或 は 一旦 イラ BE 


流 の 特別 な る 地 伏 面 上 に 於 て 噴出 物 の た め ゅ に ER OL HAD, 之 を 決 


WOT HEC UK SHRICIES BLE FAGAHEL, ZRRDUS 
© eHBIE ST O SQ 

Ke & et WE D ALIN (SBE TENE § , HO RPE BS UT ECE} HK ik 
Fe As U, FEC AS AY 7 TC ORB ERE 6S BIE, Bed CODE 
に の る RW OGMNA LP EMSN3D G65. Mic 2048, 21 ROMA, 噴煙 
(Mk < BALD Ay AIC BES Te tv k OMe LOS HARM SMA Swe 
ZLKSKLO FANS, KREUK CTHED ORRIN LICL, UT Bil 
方 の 泥 流 を 生 ぜ 9 と も 祭 す る 可能 性 あめ 。 
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この 種 の 現象 が 赤井 川 , 尾 白 内 方 面 の 岩 居 流 上 に 未だ 認 めし れ ざり し は 
この 方 面 に 雨 少 な きた め な り め り LD, 降 族 少な きた め に 雨水 は 岩層 間 に BS 
FREE LO し 結果 な りや 明か な ら ず 。 

PROWMEREROME 噴出 せら れ た る 浮 石 の 一 部 は 多量 に 海上 に 落 
下流 動 し , FREER SRC UTI その 一 部 分 は 島 の 如き HEY EU Tift 
上 に 浮 び , 一 部 は 達 く 青森 上 牙 よ 0 め 岩 手 落 に 達せ 0 LENG 4, 

但し この 種 の 浮 右 の 一 部 は 鹿部 方 面 の 海岸 に 押し 寄せ られ , 従来 の 洒 線 
を 距 る 前 方 約 70 mm の 沖 に 互 に 接着 下行 せる 敷 條 の 沿岸 洲 を 造り , TOMA 
の 大 部 分 も また 落下 浮 石 の た め に 陸 化 せる ぁ る を以て, 海岸 線 は 一 時 TAL 
前 進 せ 0 。 (第 5 REE 1 fel). 

また 明 六 川 口 に て は , 謀 らく 第 二 次 泥 流 に よ つ て 押出 され た る 浅 石 群 が , 
東南 方 より 來 る 岸 流 の た め に 押 流 され , 河 日 の 西北 に 向 つ て 砂 員 を 生 ぜ 0 。 
LC ORORML (SBI —- BA DANS 8, KAEMAODIELET o 

MB HH Yn OD 1b BB te A 
BF LU, A ARB 
今般 の 活動 に 際 し て 最も 多量 に 噴出 せる は VER PIERS UC, その 


NE 


外 な ほ 敷 種 の 岩 請 を 人 飛散 せめ 。 

FAH C DISMAL EO (BS ORR UT, LI〕 は ナマ コ 山 東側 部 に 
WN VRC E UT APR SERRA UT, 火山 大 活動 の AICP 
HE ORES LORY, HHMISPA HEE Ss UES aus t OME 
BPO) & OL LPO THLE SKE Yo RUBE CARS CM lars Wt 
KEM Ss oR PRA KD DMS BOD SUS —Miswh ¥ 4 EOY 
再 加 熱 を うぅ は け 更 に 拠出 せら れ た る も の に 非 る か 。 石 基 に 気泡 の 少な き は そ 
の 外 操 より 推 せ る 記 と 一 致す 。 CD は 赤井 川 方 面 に 浮 石 流 と し て 押出 せる 
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も の ゝ 最も 民 通 種類 な り 。 本 浅 石 は 今回 中 出せ る も の ゝ 代表 と も 見 る べき 
も の に し て , 外観 は 旨 通 の 軽石 と 異な ら ず , BET IRS SC Vin heii 
HARORRA ¢ RANG LOMO, BEREL LUT ZRO 泡 孔 を 有する 
Hans b OM O LO LORS Ze BUN MOD e EAE S % ik 
LFo COMAIREO IAC BA UT RRHORD O LRET Bie 
る べし 。 HUD CRN Re KR SHMNY LORROREKD LC LTRP US 
HEE 50cm 程 の 岩 記 に し て , RIED § MBOMA & AKS LROMS & $ 
OKO TH DRE e BES LORO, COUN は 白色 多孔 質 の 部 分 に 
し て や ゝ 浮 石 に 近く UL, SEROM ST ETKCHORARIL IV と の 混合 
せる も の ・ ゝ 如 し 。 AVIS TEA BAT US BEM 1m の ARI UT 
22 | et ER O THe ASL, Gil 7 WEE ORT t DREADS EDO, ZBRMK 
第 ー 表 


He II. TlI。. lIIp. IV. 


SiO, 62.12 | 61.47 | 61.86 | 59.96 | 59.01 
AlgO3| 12.16 | 12.15 | 12.55 | 12.68 | 13.40 
Fe20s3 | 5.83 5.98 587 | 5.93 5.91 
FeO 4.98 4.91 5.06 | 5.28 5.09 
MgO 2.33 2.35 275 | - 2.97 1,98 
CaO 6:495 6:60.) 6.25 826.964) 57.57 
Na,O 4.66 4.79 3.95 | 4.03 4.95 
K20 0.64 1.08 1.13 1.01 0.64 
H。0 0.55 0.54 0.29 0.30 0.40 
TiO。 0.66 0.49 0.72 0.81 0.34 
P205 0.03 0.03 0.04 tr, 0.02 
MnO tr, tr, tr, | 0.06 0.08 


total | 100.45 | 100.84 | 100.07 92599 99.39 


1. 浮 石 質 火 山 強 , ナチ マコ ュ 山 東側 産 ( 信 木 分 析 う 
Tl, PA, IPA CARD HT 

Ila, 白色 多孔 質 の 部 分 , KS LGA A 
Tp, RI EH ORD, MH ET LGR HP 
IV. QR AAR Ia, Gl MEP OH GHA HP 
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BET CREST SIS ICM Se AUB SES HOMMY RI UTH 
SABRI UC BEARS REA, BLE RU RR & OO BILL BLE OD 
pin LO ORG RO RERGE E ORY GD 

LEORA OLED OR RISB —-BHI RT OHM し 。 

#O—-SDBSCERR 淫 石 流 及 び 火 日 附近 の 岩層 堆積 物 中 の 熱 旅 よめ 
Ri £ROM eS BRL, その 乳 表 に 逃 出せ る 部 分 に て 種々 の 昇華 物 を 生 
ぜ る こと に し て , 就 中 硫黄 の 粉末 表面 下 3 cm まで の 雄太 中 に 一 様 に 魔 く 分 
布 し , COPECO RA tS FBI US 先 づ 赤色 結晶 質 の 昇華 物 表 面 
を 被 ひ , COR BINE Fi AERO HAM A 9 © 

Ze PE UTC it Bane Het 4 ICO & Olde (NHGCl BEE L 
P= HO) KCl 及び 微量 の SOs を 含み , 赤色 の も の は Fe RU Cleat? 
し 外 に 少 草 の Al 及び SOs を 含め 9 。 此 等 の 詳細 な る 研究 は 目下 績 行 中 な 
り 。 

盤 に 本 研究 に 際 し 種々 懇 る な る ぁ る 御 指導 を 賜 は り た る 隙 津 教授 に 深謝 す 。 

Bo & AW wy © if 
Fi FAME —, 渡邊 新 六 

噴出 物 の 温度 測定 Kee eS OI O, HME eS Ts, HERR 
Hb, CIS MME IK COR 6S PAVE LO 推定 す る に 正 
る も の に し し て, 直接 其 の 温度 を 測定 す る は 極め て 容易 な ら ざ る 事 な り 。 火 山 
噴出 物 の 温度 すら , Ze BRC We Uk SHERO REI BOTH <6, HO 
ehh < BMS SALT, Bos Fl 6 A 17 BOER BE CBR La S tute 
DEBRA CRS THAR LRAT O o MEIC US Pte PtーRh AE BT OM 
AARRIRIER IO, PORTIS (LR GRIM He BEI Lc Oo REE Hep 
に 挿入 する に は , 可能 な る 時 に は 直接 石英 硝子 保護 管 を 埋 入 し た る も , 然 ら 
ざる 場合 に は , HCH ORE 2 BSE OME PEAT 之 を 打 込 む 


136 (86) a A BR BR Oe 


SHBO CLR ML, 叉 温度 計 の 指針 が 求む る 温度 に ARIES Sd 可 な り 
時 間 を 要 し た る 事 も 多 Lo 今回 は 赤井 川 , BIWROSADMEA it By > i 
並 に 砂原 岳 頂 上 附近 等 20 BRE ALICIA, 地表 面 下 40 cm の 範 園 に て 種々 な 
DRS OMELHWIN Oo MOPRF MS CF A YET ial — APT TOM 
定 を 反復 し , LORUMOMEE 2 EBT SK RAT A D, Mere SPER. 
RAKE O, CS CIS RO— BRIER NS Lo 

WMESRBEINAKOMDKAIONUT, 温度 は 同一 淫 石 流 中 に て 
STOVE 3, 地形 , 物質 の 相違 等 の 條 件 に 依り 局部 的 に 異 0, 叉 元 よ め 爆 出 
後 の 経過 時 日 を 参 に 置か ぐる べから ざる も, 大 骸 測 定 場 亡 の 種類 を (1) 浮 右 
Vit IH Ob, (2) HO RSAILO ME, Be (3) 火山 旅 の 慮 に 分 ち , 得 た る 結果 を 
BT St, 概して (2) が 最高 温 に し て (3) が 最低 温 な り し は EBL BX 
6 So PRI MASAFL & HRS SAT Es. OK AFL ¢ Re, — EME せる 
BDF 75 L CHER CE OBA, 噴出 物 中 に 含ま る ゝ BRAD ITS 
DUT HWORT Simic ko CILEMEJA 2 8 L, HED Rb BEA: Ute & HERE 

Be 成分 が 所 を 撰 び て 流出 せ 

AS wean る 場所 を 呼ぶ 者 に し て 
PHAN (LE ROU fe 
WAFL 2 ES. TIEN 
石 流 に 於 て は 敷 箇 所 に て 
UWE LAB, I 2} KE 
な き 結 果 を 得 た 0 り 。 例 へ 


0 100 "200 300 400 500 


Temperature ti °C ば 此 の 中 , CAB ie 中 央 部 


DBO T, 地下 .35cm の 深 さ の 温度 は , 6 月 25 AAP DHE RO ABI 
ーー は 340' 〇 に し て , それ より 10 日 を 経た る 7 月 5 日 に も 千 約 260°C の 高温 を 
FT. 然るに 叶 気 孔 に 於 ける 温度 は 比較 的 箇 々 の 相 眉 装 し き る も, 何れ る も 
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更に 一 居 高 く , KORE OOK OS SAM 2[ m ROFO KOM 
噴気 孔 の 同じ く 35 cm の 深 さ に て は , 同じ < く 6 A 25 日 に は 温度 45?C に し 
て , 7 月 5 日 に は 320°C £74290. APA THOR Td, BS SUE 
度 の 包 配 規則 的 に し て , MEAFLICHA T & RSH Sb, L UTR SS 
が 却 つ て 深き よめ 高温 な る る の も 見 受け た め の 。 例 へ ば 森 方 面 の 淫 右 流 末 端 
[WE SD BCA, RR IO 日 目 の 6 A 26 日 に は , 深 さ 夫 々 40; 30, 
20, 10, 5 cm KW OPES, 夫々 360, 300, 225, 150, 110 及 55C te UTC 
No.1, それ より 1 週間 後 の 7 月 8 日 に は 夫々 290, 250, 175, 105, 70 及 81°C 
76 & (fel No.2), Rit & O WAS BA Ze SE AY 25 O BETS % EES FL IK 
BTS, 同じ < く 6 月 26 ADMESRSK 40, 30, 20,10, 50m RHA Hf 
し て 夫々 510, 400, 480, 390, 410 及 250°C を 示し , PRS L TREO LR 
則 的 な ら ざ りき ( 賠 No. 3), 

此 の 他 , WR AMODAU RSs T も, 砂原 岳 よ り 流 下 し た る 砂原 掛 潤 間 
の も の , MAMET HDLD 及 イ ラ 温 方面 の も の に 於 て Bi Pale Lic 
る に , 赤 以 上 の も の と 相似 た る 結果 を 得 た 9。 

iy > FSB LE Cid, 6 月 27 日 即ち 爆 角 後 11 日 目 に 測定 を な せる が , 隅 
田 盛 の 頂上 は 其 だ 高温 に し て , 深 さ 夫々 35, 80, 25, 20, 15, 10, 5 cm MRE 
於 ける 温度 は 夫々 560, 555, 550, 535, 470, 395, 220 及 110°C に 達せ 9。( 園 
No.4), 然 れ ど &, 噴火 口 附近 に て る も, Bs HL WE LO 中 間 , A BBE 
KDA UIA NS TS, WHE (LIRA BO, 同日 40cm の 深 さ に 於 て 倍 
pI の 低温 な りき 。 千 火山 旅 中 に て は 浮 石 流 中 より も 概ね US IB 
に し て , EMER, 砂原 岳 の 北東 1 FIT KIWK EGA ED 流水 
に 依り て 押 周 まめ 小 台 地 ゃ な せる 慮 に 於 て も , TAZ ARS 40 cm の 温度 は 
120°C に て , 叉 赤井 川 浮 石 流 末 端 に 於 ける 火山 放 中 に て は 7 月 5 日 に 30 cm 
の 深 さ に 於 て 6 ゲ C に 過ぎ ざる を 見 た め の 。 然 れ ど も 以上 の 結果 より , 何れ の 


= 
= 
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——— en, 


PBs) & ERE RT 26 O OWF A PRGA LIC ARI EUS eR OBA 
O86, SRMWEPROTEEMAADE Tl OMS, LH TORR 
SHPSIFIS DICRAM CRE ENS EOS. 

fa 5S AROS STORRS THE FT SRE O 。 

PARAMS SIRES S—-ER 営 教室 に 於 ける ma 及 其 他 
の 諸氏 の AERO IRIS 依 た R ば , 1 AME の 下 に BATPBOA CZ Sls 900°C 
ANG OLEH. 換言 すれ ば 900°C 以下 に て は 浮 石 は 生じ 難し 。 疲 に 火 品 
に 近く 淫 右 の 生 ず る は 900°C 以上 と ょ と 和 制 ず る を 至 営 と す 。 大 爆 柳 に 際 し 飛散 
せら れ た る 岩 塊 が 夜間 火口 に 近く < 赤色 に 認め られ た 0 り と は 温 時 の 観察 者 の 
等 し く 唱 ふる 所 な る が , 之 は 以上 の 定 験 の 結果 より 推す る る も 信じ 得 ら る ゝ 
PRE UT, 噴出 物 の 火 唱 を 離 る ゝ 時 , 約 1200°C 位 と 推し 得 べ く , MEE 
中 に 拠出 せら れ て 後に BC IRE kD 900°C WE OBtia RE I= El せら 
れ た る も の な る べし 。 MOWED Hid T 迅速 な り LBS, FHOBE* hf 
成す る 下 汐 中 に 殆 ん ど 微 曲 を 認め 得 ざ る ぁ る を以て 譜 す る を 得 べ し 。 

終 に 本 測定 に 際 し 懇 葉 な る 御 指導 を 賜り た る 台 津 教授 に 深謝 す 。 叉 測定 
中 八木 , BRAS ERA RE 2 RM 7 BLS 6 tute S37 MR LT, こ ゝ に 謝意 
を 表す 。 

駒ケ岳 噴出 物 の 平面 策 
kon ® — 

Ky > eT ROMMHBE & UTKUOWM MAIC B L SK IRR eM 
6 し , HOA MOMBAIB LS Ke HL, MUSIEK eB HC BBL 
し め る と 共に , 炊い で 頂上 火口 よめ 周壁 を 越え て 敷 流 の 高熱 の BA iit 
周 に 注 下 せしめ る め 人心 を 極度 に 堆 か せめ 。 選 等 淫 石 流 の 慕 進 す る 所 , Aire 
Firs U CW 2 MU, BUSI BLA TIBI L, 基 走 路 に 協 れ る 山腹 の 線 な 
す 樹 林 を 焼き 事 せ め 。 此 内 或 者 は 海 に 刻 達 し , MAI ARPES RTO 
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min 38 OTE, NMS CHIL GR, 幸 ひ に 人 斉 に は 走 程 の 災害 を 加 へ さ ざ 
OSo TR ARRICI U hy > Ee k O ARM eA LIS AIS, THD 
ARTE UGA BES D PRIS G(X RAGS ASERRYOARH LO GINS 
FP, 226 REO MS RH BL, GARD RIE CHIL SD % 
ERNIE AKE Ac 

HOM SEK b EBM LY FRR EORIRRO 淫 石 流 の 分 布 は , 諸 
種 の 情報 並 に 営 教 室 調 査 除 の 電 地 路 査 に より て 路 ぼ 決定 せら れ た め 。 此 の 
結果 に 基づき 噴出 物 の 下面 積 を 藤 的 に 示さ ん 算 め に プラ ニ = メー ター を 用 み ゐ 
て 各 の 面積 の る を 算出 せめ 。 

陸地 測量 部 五 萬 分 一 地形 賠 比 に 品 飼 土木 事務 所 二 十 葛 分 一 賠 幅 上 に 客 さき 
れ た る 輸 廊 を 追跡 し , 土地 の 傾斜 は 計算 の 孝 慮 の 外 に 置き た れ ば , BERD 
た る 値 は 傾斜 せる 表面 積 の 下面 投影 な る 事 は 勿論 な り 。 叉 淫 石 流 の 分 布 は 
ァ リ ダー ト を 用 る て 決定 し た る も の な れ ば , 此 理 由 の る み に て も 結果 の 概算 
TORS AW L Chi > HRB HS RAG). 

駒ケ岳 火山 の 基底 面積 火山 の 大 さき と 噴 出 物 の 面積 の 上 比 を 示さ ん が 修め 
に , ABA —By > SE ECR RAO TACKS OR, 南 は 折戸 川下 流 
左岸 , 大 沼 一 鹿部 道 , 西 は 鐵道 , 國 道 及び BAAN ithe UT 基 旗 を 屈 
AILZVMREKD 19. ABAMSWALRWE Les BKUOLE LS 
る も 安江 な り と 信 ず 。 

此 の 面積 は 184km2 な め り 。 猫 ほ プ ラニ = メー ター に ょ よる 測定 値 を 松 す る 意 
BRIN, HEY BIC + WONE ABATE UL, 各 の 面積 を 求め て 弧 和 せる 者 
は 187 km2 に し て 遍 者 概ね よく 一 致す と 云 ふ 可 し 。 

駒ケ岳 本 体 隆雄 面積 BT RATIO 4 BREA IRA, 及び 並 に 

LOR Me AS L, 此 の 面積 112km2 な り 。 
駒ケ岳 本 体 貴 石 面積 異 降 族 面 積 と BAU, AD, 鹿部 , 留 ノ 湯 方 面 に 系 
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し く 落 下 せる が 加 Lo ILO 面積 WLkm? に し て , ENB: 2 A 
9km? WAS, 
っ 淫 石 流 の 面積 主 な る 者 は 下 の 五 部 と な す 。 

CA) WATE Bio BOF UK ORR WET L, 主流 は 遅く 噴火 
HICKO, 浮 右 流 の 内 最大 な 0 。 iif 13 km? , 

Cm) 赤井 川 淫 石 流 。 國 道 焼山 際 近 に て 人 家 の 直 後に 迫 れ る 者 に し 
て 5.4km?2 の 面積 を 有 す 。 

())* M7 BIT HORA. 17 HMA TORNACO 
て 押し 出せ る 最も 小 規模 な る 四 流 を 含む 。 之 等 の 面積 は 北 よ り 一 番 0.2, 
二 番 0.2 三 番 及 四 番 0.5, 合計 0.9 km2 な 0。 

(=) 尾 白 内 , 土 橋 浮 石 流 。 山 毅 に て 二流 に 分 岐 す 。 更に 上流 に 一 
itd ILLS ME UT 46 km2 を 得 た 0 。 

( ネ ) PREY, 砂原 村 方 面 に 流下 せる 者 三流 を 線 生 す 。 

(1) $17 AB 面積 12km2 (2) AER, EIRP 0.9 km? 
(3) 4°98 1.2km2 zt =: 3.3km2 
LOMO Gt SHIH BAU SRA S 8 ISHS 
HIEOK 1020 7 HO, 叉 浮 石 流 の る の 線 面 積 は 約 27 km? に し て BB 
KAN OSCHA, Beak, KITE AE ORE RTS LS 
更に 情報 に より て , BRA OB De Wath 土木 事務 所 二 十 高 分 一 岡上 に 記 
入 し た る を 見 る に , 概して 渡島 御 島 の REMY BO, WIR, 鹿部 , FI, RAL 
部 , WEE, 尻 岸 内 等 の 諸 部 落 の 地籍 を 包 合 し ( 胸 ヶ 策 火 山 は 勿論 この 内 に 
在 9), 其 の 面積 は .538 km2 HHT, MTRMISSE < SUN HiT OBIE 
早 績 の 甲板 上 に 二 修 を 積み た り と 云 ひ , RRABBOBA id 更に 室蘭 市 
BRL O LEAS, 海上 に 降下 せる 面積 は 更に 大 な る 可 く , ZC BES 
DSKRANS SM Oo RICE 0 MEBRRLO MEE EMS, 
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EERE AT EO Asa KOBE 
渡 2 新 K 

ET Hs QB I5 = OG, IBD ALOIS Ae B AGN 8 BAIBEO HERI 
BL, 6206 OE THs ROME ICR UTED 沈 隆 せる た め に 生じ た め 
と の 十 老 の 言 と , 銚子 日 に 於 ける 大 沼 排 水口 の 噴出 物 に よる MBB Ze: 
ずる に 充分 な ら ざ り LLOMRL EO, この 沈 木 の 原因 を これ ら の 地域 の 
沈 隆 に 急 せ 0 。 

FH OEE IPR UT & 或 は か く の 如 き BHA SS 3 BBL, BCABA 
bal BFPTHEIC LO 6 NT BAR LO TEI RO MORE eA 
る に , 多少 注目 に 値する 事 Beh O. MBB TE 大 正 3 ED RAK 
並 に 湖面 水位 の 観測 に 従事 し , Bk PRA LE 129.4 m 基準 と す 。 同 所 の 
BRUCK ILE 2 月 を 以 て 水位 最低 に 下 9, 4 5 月 の BRB UE 
に 達し ,8 月 に 至 つ て 第 二 の 低 位 に 美 すれ ども , MBO RD, 1,2 月 
頃 よ め 減 少し 始 む る を 常 と す 。 

Ki & KIBO A CS EF CSR ERK SALI ARAB OFIPHS 
KOTE OKRA 6 SEG, GED LOBMEX KL, lO BMY 
PRL, 大 雨後 7~8 時 間 に し て 降水 量 10 mmc HF UT HI 3 3 mm の 割 を 以 
て 水位 上 昇 し , F OBASHD 用 水量 に 於 て 1 日 1.2~1.5cm の 割 を 以 て 水位 
低下 し , 更に 晴天 10 日 位 に 及 べ ば その 制 合 1 日 2.0~2.4cm HEF 

Ar LR BE RI KIA, BD 6 FLL LA Or ASB Ae 公園 事務 所 量 水 標 

。 に て 調査 せる に , CA TARO AMRBIC MIT UL, RHOR % ABN 1D A 
に 至り て 極小 に 達し , その 差 10 cm に 至れ め ° この 減水 は 5 月 26 日 乃至 6 
月 5 日 に 至る 10 日間 の HKOBD 2% 見 る べき も ,6 月 7 日 12 mm fF, 
同 16 日 22 mmO iH HD LARCH LCM ONAORBERMA S 


1) PRR, Jae EER. 129 真 
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第 aa 
Pilea Sie 7 ee か く の 如 く , 水位 低 下 OF 
ETSI NR 因 は 未だ 詳 な ら ざ れ ど も i 爆 


2 Bik 3 週間 に 及 ん で な は 大 沼 
, 方 面 に 地震 多き こと : See 

all 時 湖水 湯 れ り と 言 ぶ 湖岸 住民 
eae a の 言 等 に 徴 す れ ば , WED 階 
| PAL J 流 に よる 水面 の 低下 も また 一 


BORE LET» 

IT COACH Ti O st dl PE 6 KEE ORAM SC Btls 
に 貴光 を 投 ず べく , 砂原 一 森 間 に 於 ける ROR RAH AE AO 調査 に よ 
4%, ALE 4 FEW RM OM EO HR t BROT A LACHT, 火山 基 放 
HHO 7H BLAIE DS BME RMU LEAN Yo 

A UE Lif ALC i EBL AEA 2 PRATT 0 


Fito — AS oS BK 


OF tk X 
ARFRIC IG & FSH SRD IC Te TBR EA A Ic BET 
socoeeees sesss oseoes enser oeser Nupe wana 深見 俊三 郎 , ANF fu 
im AD SL) FAS EPR PER RIC BEC tee eee cece ee neeene res ye 22 BSR EB 
Bila OYEBECBenetzbarkeit) C#LC CRI) Gh AR UE = 九 
WPA FLAPS OAL SA GAD oeeerseesenneceseenteneoneans RA ee BS 


Pam FE Bk 
FEBS © SERN BLIK OS TC) eevee i] FOC; 
FA 


BF 0D AS PE AU BEATA, ween 


IPH i mReY Rw 
AAIN RW 
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my 
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FTFINALT KUO te 
mS wl 津 ii 
Ret &« He 一 

ARSE 5 IEA T 55 OG LAE A @ AO 開か れ た 際 に , SHO BB 
5 月 12 日 か ら 3 ABIL O, WA, 地理 , KN RHHBRGAD クラ カト アテ 
火山 見 學 族 行 が 供 さ れ た 。 ク ラ カ ト アァ は 棄 往 1883 4EDARRBEL) Aen It 
界 に 其 の 名 を 知ら れる に 至 つ た 火山 島 で ある が , 最近 は REKINO 活動 
で , 火山 前 者 の 注目 の 的 と な つて 居る 。 そこ で 此 の 火山 は 従来 , R. D. M. 
Verbeek, Ch. E. Stehn, B.D. Escher, A.C. de Jongh, H. Cool, N. J. M. 
Taverne, G. J. Symons, A. Brun, W. van Eemmelen, J. H. F.Umbgove, 
H. L. Abbot, E. Rudolph, J. Bertelli, H: Reck “#2 9({OB#(C(KOTH 
究 せ られ , HA 76K | BA PAE DT id tT BS 殊 に BHEIMED 地質 調査 
PrPKINVR ORES DBA UL, 種々 な る 方 面 の 研究 か ら 興味 多い 新 
事 起 の 艇 見 を な し , 叉 従来 の 見 解 に 補正 を 加 へ た 所 も 少く な い が , FIGARO. 
同 火 山 活動 に 調 し て は 一 訂 優 表 な る 報告 が 出さ れる 事 で あら う 5。 当 者 は 幸 
に 今回 の 族 行 に 参加 す る 機 を 得 た の で , HO 折 刊 行 せ られ た 同 火 山 府 明 和書 
PRADA ly BS FBABVE & Stehn [HPO RHA we Ale L, に 多少 新 
U< RBA Ure pie & Mtn UC. Ky SAY TL & SO DTD 6, 我 が 國 と 同様 な 
火山 國 瓜 吐 に 局 す る 一 大 活 火山 島 ク ラ カ ト ア を こ ゝ に 紹介 し た いと 思ふ 。 

位 @ と 地 形 

クラ カト アア (Krakatau) は 瓜 吐 と スマ トラ と の 間 の ぇ > ンダ 海峡 に 横 た は り , 
MED pH RE Anjer 叉 は Laboean か ら 般 で 向 ふ 時 は SOK, 叉 パタ ビア の 港 タ 
ンジ ョ ンプ リオ か ら は 海上 175 MOBS. ZlIk-WA> b 7 ORC 
#¥U, INED G. (G. = Goenoeg= Mount) Poelosarie, G. Karang “(xi 
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w= (— 長 列 火山 系 に 局 
し , 叉 他方 南 え スマ トラ 
の Lampong 地方 の 
Radjabasa を 以 て 北東 
D6 ih O, P. (P.=Poe- 


loea=Is-land) ‘Tiga 


ANAK KRAKATAU, 


BOOTSMANS ROTS Seboekoe 及 Sebesi 4 


の 島々 を 経て 南西 端 の — 
is Prinsen Eiland に 終っ 
ZWARTE HOEK Gy A 
+ Dr RAT CE OXIA 6S 
| Ui, KRAKATAUZ, 
| KWL D> 
DINV*IT LEDS 
COS Ba RE ee eee ee K.S. 
現在 の クラ カト ア 和 群島 A 
ES) 第 一 期 活動 時 代 の 鱗 石 英 実 加 岩 Q ESB) Rakatac HR 
£88 ERNE CO BIA 
Ul PUEDE A Osea ETA Ze Ra. 2 Mgnt Bk (& Krak 
188327 FREE © WN Hn 
し pm atau, Lang Eiland ( 以 


@L. E. Lmgse) wkl& P. Rakata Ketjil 及 Verlaten Eiland(jy% V. E. 2 
ARE BEI P. Sertoeng よめ 成る る もの で て, 他 に Bootsmansrots (以後 Bo. と 
夏 記 ) と 呼ば れる 小島 並 に 本 年 の 1 月 に 生じ た 新島 Anak Krakatau ある も 
和合 むせ も の で ある (第 一 園 )。 島 の 大 さ は Pa. が 最大 で 面 債 18380 へ タタ ア , 
V.E. 之 に 次 ぎ , し . E. が 最小 CHO, 叉 高 さ は Ra ORI CHOW 
上 は 813 米 , VE. BL. EB は 之 に 比べ て 甚だ 低く 夫々 182 米 及 172 米 に 
過ぎ な い 。 選 等 3 つの 島々 は 上 直 篤 約 7 料 の 園 同 上 に 三角 形 を な し て 配列 し 
て 居る の で ある が な, 行 つ て 見 て 直ちに 気付 か れる 特徴 は 何れ も 其 の 頂 を 三 
角形 の 中 央 容 間 部 の 方 に 偏 し て 有する 事 て , 其 の 昔 之 等 の BAIGEOTI 
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つの 大 き な 火 山 島 を な し て 居 つ た の だ と ょ と いふ 優 褒 が 北 だ と 合弁 せら れる 。 
火山 活動 の 歴 - 史 

クラ カト アプ 火 山 の 研 究 報 告 は 上 記 の 如く 敷 多 い の で ある が だが, ZHI 殆 ん 
ど 1883 EOK RED ROG OKT SLOT, 其 の 以前 の 詳細 な る 記 鉄 は 
少 い か ら , 占い 事 は 明 礁 に 知る 由 も な いけ れ ど る も, 火山 の 構成 的 並 に 破壊 的 
見 地 か ら 其 の 歴史 を 大 購 6 期 に 大 別 す る 事 が 出来 る 。 以下 第 1 期 か ら 6H 
迄 順 を 追 ふ て 各 期 間 に 於 ける 火山 活動 の 舌 態 を 逃 べ る 事 に する 。 

第 一 期 活動 時 代 

此 の 時 代 に は 高 さ 約 2.000 KD BK Dd) Die, Verbeek 及 Escher (x ff 
れ ば , HED 最後 の WE es it SAME NS BR 2 FPS SERBIA, Zest & dh 
2 URAL AAA LE OMS, PAT HOKU REL, LOBED 
BEOT Aide 38 OD 島 と 他 に 現在 は 清 失 し て 居る Poolsche Hoed (Polish 
Mat) と に な り め の , 其 の 中 央 に は 深 さ 不明 の 海底 裕 地 が 出来 上 つた 。 

LEO aE AeA (& Ra. の 東部 と 北部 と の 間 , V. E. の 東岸 及 L. E. 
の 西岸 に 産 し , ORE BO, PEOMINCE ¢ Of Re 含有 し , FEARS 
を クタ クラ カト アァ に 於 て 胡 見 せら れ た 最 古 の 岩石 と し て 居 つ た の で ある な が な, 最 
近 の 研究 に 依 i た ね ば, V. E. の 東海 和 岸 に も つと 古い も の が 見 出 され る に 至 つ 
Reo ZUAMBOMT PAS SUNOMV AUT, HO 上 に BAe 安山岩 
IRE DHS OTH S. SUB hid CRE LGR BORAT ITA 6 
L. E. の 北部 で 見 られ る が , Verbeek に 依る と Poolsche Hoel % HID 
大 て 出来 上 つて 居 つ た と いふ , 

中 央 火山 園 上 が 潰 崩 沈 下 し て 後に %, KUEN LUT 居 ら な か つ 

た 事 は 小さ い 火 山 譜 と 火山 旅 と の 交互 層 の 存在 か ら HEE St SRT, S 
S$ fal dr } RG Lith ee BUTCH Sd 6 REECE HO CHUM 5 tr, 
ie 7k & DED Bic MRIL (EH 2 BE fk bOTH SEO SNS. 10Gb 
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DANE S & MO WIP (SBA OR は 異 る 。 然るに 向 此 の 上 に は 


_ Rakuta y Krakates 
ue 


ARERR OROTE 6 HOC LNADKUEY AT SBD GIS L. 
火山 は 其 の 後 明 に も うぅ 一 度 水上 に 浮 び 出 た も の て あら 5 事 が 想像 され る 。 
RAF TH UW 噴火 が 起 9, 新羅 岩石 は ACRE られ, し. EO 
北部 を 9 米 , 南部 を 12 KBD MOURA O Plc (d BLOB AIL 
紳 や 火山 放 の 他 に も つと 下層 か ら の 古い 岩石 も 澤山 含み , LOB e RI V 
世に も 存在 する が 余り 厚い も の で は な く , Ra. CUHAMETHM SNK 
DEVS 
% = MGs Bh nS He 

Weer itt O° 火山 弾 , PRR IR L ZH LT Ra. ORB & HKU 800 KA の 偏心 
PAUSE ex O EEC) IORFOMA WORST (SHOE BOW 
玄武 岩 質 の も の で あつ て , 現在 Ra. の 山上 品 で は 其 の 整合 層 が よく 見 える が , 
HOW CIS BY, SS OWRO BIC, WLIHICD HOT 層 の 開 係 が 不明 
に な つて 居り , HAIRED REET CHAR AOD, Mid ES RBVHOT 
SLO EVO & も あつ た の か 等 KURTA Bo KAMORRTRE 
(SIC PAL Phe ee OWE UT 居る 中 を 旨い て , 水面 と の 接 界 線 に 殆 ん ど 
HACZSROCRERO RIDE) LOTS (R245 2 ypeterm 2 Bl 
参照 ) う 。 大 の 高 さ は 概ね 2007438 300 米 で 400 米 以上 の も の は 見 受け られ な 
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第 5 い が , Escher(t UO pee 
Ee e GAL C & HLL Ae, 
Verlalen Eilana ‘ 之 等 は FESN0OKO LUGS D 


出来 上 つた 後に 生 じ た 
aa ew も の だ と BOT 居る が 
bf ‘ HOF CBRE V0 
: BN Zt 火山 前 の 放射 
IBBO 中 を HET 
WMD 最後 に 押上 つて 
冷却 周 結 し た も の と 見 
1883 年 大 爆 融 以前 の クラ カト ア 和 群島 候 さ れ て 居る 。 
第 三 期 活動 時 代 

HOWCEOT 3 つの BOM DMBGE-CHIC AD O, 海上 の 北方 に 

Perboewatan, を し て 中 央 に 近く Danan の 2 っ の 新 火 山 が 徐 々 に 現れ た 
( 筑 三 園 )。 俳 し 何れ が 先 に 出来 た の か , 第 三 の 火 山 も あつ た の か 成 は どの 位 
DRID SROKODBHY CKD, や が て 選 等 は 一 つの 島 と な め IE 
Ray の 火山 凶 匂 に 合致 する に 至 つ た 。 此 の 時 の 噴出 物 は 線 べ て 安山岩 質 の 

4 OVC, Verbeek が 1880 46 7 ICV. E. OBMELDGME-C PRaR Lie REBUT 
OWA EMRE LIE OBL, ZC ABBE BAL られ て 居 な か つた 。 
Ste SIRE O eh CHB TODD & DISA DINED kee 

C, MLO LBV LV AO 6 ORE KBOHI’ 有する BROS 
DCA, 彼 は 後者 を 1680 年 の 5 月 噴出 し た も の だ と MNTHE SB, Zia 


do wares ae ee 


SSA PIEK RAKATA 


i RR 


Ra. の 山 串 の 下 に 海面 か ら 断 岩 を 真直 に 上 つて 居る 幅 廣 い 岩 脈 で Danan 
や Perboewatan 2 fil CHO BRAN OM GBS S$ KWAY 6 KOT 
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BASDDH So ZIMtORRE MRE LO LB 5 tr SS Verbeek (£2 
(gDanan 9» 6 #8 Lt BARREN HE TH UO TYRE & OME UIE 8D 
だ と 推定 し て 居る の に 反し , Escher は 之 を 是認 せ ず , HIROIUC JES IB 
形 レ ンズ か ら Piz LR’ OT LBL, RO 一 致し て 居 ら な い 。 ABE 
此 の レッズ に 接近 し 難い 事 が 問題 の 解決 を 困難 な らし め て 居る も の て, H 
ORO WAY ら 5 Stehn も 岩 脈 と レン ズ と の 間 に は MORE be LES 
DIC BIWUEKD NAS fl FRO VPRO S EDTHS; 
第 四 期 活動 時 代 

1883 年 の 8 月 , クラ ヵ ト アァ の 活動 は 息 に 一 世 の 人 心 を BHRULE SICA 
る 猛威 を 肝 う ) し た 。 其 の 噴 畑 は aS Ki op UT 世界 中 和倉 に 天 日 暗く , 瓜 吐 
BASE FORRES KARE CAB BSS OAMBHOH LFEK 
GOK GK ROME, BLOW, RIBBLE SDCHOKG ・ 
し い 。 併 し 征 ら 5 同年 の 噴火 は 之 が 最初 の も の で は な い 。 75H b TKI 
OAV GME RS AZ KO KOA 20 日 に 始ま る 。 

自 5 月 20 日 至 8 月 25 日 活動 。 噴火 前 に ネン ダ 海 峡 の 海岸 に 弱い 地震 が 
あつ た と いふ が , 之 が 果して 噴火 と 開 作 が あつ た も の か どう か は 充分 明 で 
な い 。 5 月 20 日 午前 に Perloewatan が 活動 し 始め , 其 の 噴 畑 の 高 さ る は 11 
PDT ERE し , 爆音 は 境 く 200 KD EMBO PRC Sh 聞え を た 。 初 の 敷 日 間 は 
下 ら 5 浮 石 を 噴出 し た が , 之 は 間もなく WKICRRUT, Ra. と V. E. EOI 
KERB Licc MOMS IRE L 6 SIRE BO, LLP TORE, 玄武 
HAD EDERNBHOD ED LAD. 6 月 の 前 年 に 活動 は 一 時 休止 し た 
が , 再び 復活 し , 以後 は 唯 其 の 烈 し さ の 程度 を 異 に し て 8 月 の KBB 
ELK. 6 月 か ら は Danan 活動 を 開始 し , FEISS, 2 FRR K IR bk 
出し た が か が, HOM BOM 31d 割合 蘭 く , S AMIR 4 ME ike 
ば , Danan 火口 の 極 く 附近 で 僅か 生 米 を 超え て 居 ら な か つた と いふ 。 
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自 8 月 26 日 至 同 月 28 KARE, AREAL bt LTHON 4 ス >i 
WROGEREAC 地震 は 感 ぜ られ な か つた と いふ ぶ 。 26 日 午後 1 時 過 , 吐 火 は 突然 
著しく 激烈 さき を 増し ,27 日 午前 10 時 其 の 頂上 に 達し た 。Verbeek に 依る 
ESOS ARS PUK & HO, 28 日 朝 に は 火山 は 再び RIC BBL 
7%. GRESLHOROMAICH TBA 0 BRE CHU. 

HED KBB OK R EL Te ik OS, Ra. の 島 が 山頂 の 折 を 残し て 大 年 
BH LIE, 並 に Poolsche Hoed は 海中 に 沈ん で 其 の 影 を 見 ざ ぎる に 至 つ た 
事 で ある 。 併 し 征 ら 5 党 時 の 苦 況 は 第 際 に よく 目撃 し た も の は な い の で ある ぁ る 
か ら , 爆 松 後 の 基 態 か ら 可 成 合理 的 に 之 を 憶測 せ ざ る を 得 な い が か が, 以上 の 結 
Ris BOMB, REM VBI ROK LDCHS LYN LOBBETHS. 
Verbeck DFC (LMM KREDROKDO LP RBH 0, Hi Danan 及 
Perboewatan の 岩石 や 其 の 下層 の も の 丈 が KS GHKOTHT, 
HAV. 上 E. の 南 で 見 出さ れ た GHB BRAROFT CML, 其 の 中 に 種々 
WK SMA HOR AH EACH SOT, Escher は 之 を KRRB—K 
OME HA 2 & RL TRS. Ke L. E. の 北西 岸 の 堆積 物 に 就 て 調べ て 見 
る に , FARMED? CHA BH ORS WRAL ROR EIB O LAK, 極め て 薄い 
RWERE BORIC EOTK 4. ORG BIE V. E. 北東 部 淫 石 中 に も 見 
られ る も の て, PAlsifk & OBEMBIE ME O ferrous minerals の 酸化 の 邊 に こ 
の 様 着 色 す る も の で ある な から, Zid iH CKIUOMMD & FrtalkE 6 7K W6 


' Poolsche Hoed は 海中 に 沈下 消失 し て , 其 の 位置 は 今 は 25 BOLE S CHS 


が , 1919 年 の 測量 に 依る ぁ と 此 の PAIRS 120 米 の HMWBHAOT, 之 は 時 
(AWOKE & HS ATH S- Stehn の 推測 て は 此 の 赤色 誠 は Perboe- 
watand) ff Wet © Thy ile Ocoral% & BATH SDC KR OH tee T 
海産 噴火 が あめ, ZANE Lic & OT, 此 の 際 Poolsche HHoed は 一 選 深 い 原 
KBOWEMNRALKOTCH 65 HBG LE. EVE. と に の み 見 出さ 
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NOE SMORVCRUTR ARCH S. ECMORGROXKON EN 
(LM EP BOAO LIC 黒色 浮 石 より 成る 大 き な レ ンズ が あつ て , 其 下 
記 面 は 賠 水 下 に 近い に も 拘ら ず , LIBS PHL CRIA UREA 1L Kise 
し て 居る 。 こ の RGABHISL. E. の 大 部 分 で 見 られ る が , 他 の 2 島 で は 
MNS FL 6 750, Stehn の 所 逃 に 依 れ ば 8 月 27 日 の 午前 4 時 40 Huy Per- - 
boewatan 即ち Ra. hse es AGM ORB FOL, BOC HERE BREE DRO 
| THOME 2 IOWRNS L. BAC CHER LZR 6 eee 
石 レ ンズ と な つた の で あつ て , Zk OFT ¢ Perboewatan か ら 出 た 百 
色 浮 石 と 異 0 黒色 を 晃 す る 原因 は 芝 も 失 張 海 水 と の 接 肪 酸化 に 鐘 せ ら る ペペ 
SCH So 其 後 も 沈下 が 引 績 き L. E. OBA RICWEO & BLAH ORR 
EWE I OKOTH AD’, や が て 10 IFC BS, Danan の 西 に BO CHER 
16 5 HUME TH 0, KOMBU Sev > xv x—r-wwHC A Mama 2 
Do IORI OTA SMD TS MIME MMERE 6h, V. E. や Ra. で 
(COM S 100 Ki BRL, 浮 石 細 粉 や 火山 旅 は 70 乃至 OHO Lee He 
上 り , 選 が 落下 する や 827,000 KH HOM WS Bis LH Ge. 
時 に 南西 に 大 断 唱 を 生じ この 所 病 いて 起 つ た 大 津 浪 は 貴 々 を 襲 ひ , L. E. 4b 
部 で も 浮 右 の 多量 を 洗 ひ び 去 つた の で ある が , MBB ve xO 不 規 則 
面 の 原因 も と を 以 て 訟 明 し 能 ふ も の と 思 は れる 。 俳 し 此 の 時 訟 Ra. の 大 部 人 
Be Danan は 残存 し て 居 つ た が , Verbeek に 依る と 10 時 52 分 に 再び BIC 
OF 6 ぬ 大 爆 鳴 が 聞え た と の 事 で , Stehn は Danan は 此 の 時 に WERE LI & 
の だ と いつ て 居る 。 Danan 爆 松 の 際 は 其 の 島 の 部 分 の みな ら ず 、Danan 2 
L. E. と の 間 の 古い 海底 を も 容 中 に 挫 き 上 げた も の と 想像 せら れる 。 
1883 年 の 大 爆 談 後 間 も な く 始 め た 何 回 OWE に 依 れ ば , 3 つの 島 の 間 
の 海 護 に は 2 つの 主 な る 科 地 が ある 。 其 の 一 つ は 北方 LE. と V.E と の 間 
D&E DCEH 10 米 の 深き の 中 に 深 さ 1200 KORADD 0, 他 は 殆 ん どど 中央 
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に 位 し 深き る 270 KO ERAT 4S. 前 者 も 其 の 側 部 に 偏心 的 隆起 部 を 有 す 
BB, 後者 に は 鹿部 の 殆 ん ど 眞 中 に 25 米 高 く な つた ridge BROCE Mi 
年 し て 居る 。 此 等 施 訂 窪地 の 成因 を Verbeek は Bhi TIC 基 か し め 涼 
Escher (3 FR S8vE (= BR UT 居る が , fay Stehn は 上 記 Danan RAEI BEL 
2 つの 異 る 場所 RU SILT RRB VET HIEC O ridge の 存在 を よく 
訟 明 し 得る と 記し て 居る 。 

話 が 元 に 戻 つ て L.E. OB PCR T 8 I -OMNKVOBEREBA VU 
ンズ の 次 に 淡色 浮 石 北 族 岩 が あつ て , 其 の 中 に 色々 の 噴出 岩 塊 の 層 が 走 つ 
て 居る が , 之 と 同じ も の が し L. LE 全島 に 存在 し , 叉 V. E. RRs ws 
れ , ZOKREEHORLD 堆積 物 で ある と 思 は れる 。 現今 で は ZAK 
作用 を 受け て 居る 。 次 に V. E. で の 大 序 も 矢 張 同 様 に 赤色 浮 石 誠 の 下 に は 
淡色 浮 石 周 が あめ り , LARA CHILNTHOD, ALARBRMOM MD 
よめ 成る 砕 片 岩 右 層 が 最 下 に 横 た は つて 居る 事 は 既 輝 の 如く で ある 。 KO 
他 此 慮 に は 1883 年 の 時 曜 岩 が 多量 に 存 す る が , ZILYPA ORL CEA oe 
岩 が 浮 石 に 療 移 膨大 し て 居る の が 見 受け られ る 。 LRa. § KRBOMMND 
CHAISTUT EE る 面積 は 廣 く , 其 の 選 序 の よく 見 られ る の は HMO RR 
で ある が だ な, PHOKMBPISERE REE ARK A k OKO, ILO EAE 
薄い 砕石 居 が 走 つ て BOT, 2HlSMNS V. ERG SIDE 同種 の も 
の で ある 。 ; 
第 五 期 活動 時 代 

其 の 後 直ちに 波浪 と 雨水 と は 着 々 大 爆 克 の 堆積 物 を 破 看 し 始め た 。 HE 
KBD G HET Hot Calmeyer & Steers と いふ 2 つの 島 は 間もなく 海 
中 に 流し て し まつ た 。 Rab V. E. 4 の 西 涯 は 殊 に 疲 浪 で EL < BEA 6 
れ , 一 方 基 の Bap ls 波 に 運 れ て , V- E. の 北部 に 再び 堆積 し , HARV D 
様 な 形 の 土地 を 造 つ た 。 然るに 其 の 海岸 線 は 年 々 毅 つ て 行き , 1918 年 以後 
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は 其 の 細 化 殊 に 甚だ し さく, 基 の 西岸 は 更に 創り 取ら れ , 北方 に 沈 積 し て 新 し 

い 土 地 を 生じ , 一 居 細 長い 形 に 延長 し つ ゝ ある 。 
第 六 期 活動 時 代 

最近 活動 の 時 代 で ある 。 

既に 1885 年 に , Verbeek は , 前 に も 3 OD BOM OWE 6 Danan や Per- 

boewatan が 生じ た の と 同様 に , NED AL, HIRED PRICED BO T 
が 出来 る 事 が あら うと BALTES. HOBMS ELS APUT, クラ カ 
t 7k 44 EID eRe ROT 1927 年 の 12 月 29 日 , 再び 海底 活動 を 開始 
し , 第 六 期 活動 時 代 に 入 つ た の で ある ぁ る 。 丁度 其 の 日 に , MEDD 6 7 F 
カト フフ 近海 に 出 漁 し て 居 た 漁夫 が ,3 つの 島 の 間 の 海面 か ら 水 蒸 筑 と 畑 と 
が 立 上 つ て 居る の を BRUKD, 基 の 夜 に 入 つ て は SAME K GD 6 BE 
する も の で あら うと MSNSMEOR 受け られ た 。 HLS, MKEOS 
aE, 茎 に 其 の 年 の 6 月 に 彼 等 は 同じ 所 に 百 泡 が 当 出 し て 居る の を 見 
た と いふ か ら , MRS. HOD 6 AMOMMPAOKOK BK. LIF 
カ ヵ ト アァ と Bantam 海岸 と の 間 の 3 + PFC, 各 400 下方 米 位 の 面積 か ら 5 硫 黄 
HMOW TE SO% 多年 漁夫 は 認め て 居 つ た と の 事 で ある が ,: 芝 も クラ カ 
ト ァ の 復活 に 結び 付け られ る も の か も 知れ な い 。 

Pri EK WOME Ss 1928 年 1 月 4 日 , 初め て KABA Morwce, 
ERE 105°20'27”, 南緯 6°6.67 CHO, 1A 20 日 に 測 つ た 結果 で は , も 5 
少し 西 の 方 で あつ た 。 即ち 火口 は Danan J Perboewatan OHM OT HE 
中 間 に 位 し (第 三 園 参 照 ), 活動 の 初 の 1 月 中 は 噴火 は B-kKA DSC 
く て , 北 々 西 か ら 南 々 東 の 方向 に 約 500 米 の 長 さ に 並ん で 居る 6 つの 火口 
か ら 起 つて 居 つ た が , 後に 至 つ て は 其 の 位置 が 少し く BRUT 3 つの 火 品 
(HKU, 次 いて 唯一 つ 丈 の 火 唱 が 活動 する 様 に な つた 。 そ し て 度々 の 噴火 
で て 火口 線 が 終 に 海上 に 島 と な つて 今日 迄 に 再度 出現 する に 至 つ た 。 BA 


TMT BOD BSEOIRMIC ALS SHC MIF L, 次 に 其 の 各 の 期間 に 起 
つた 火山 現象 の 歴史 的 事 冥 を 順次 に 記載 する 。 

噴火 の 第 一 期間 。 自 1927 年 12 月 29 日 至 1928 年 2 月 5 日 。 此 の 期間 中 1 
月 28 日 の 敷 時 間 丈 活動 の 休止 し た 事 が あつ た 。 1 月 3 日 及 4 す 日 Stehn 一 
行 が 初めて 此 慮 に 訪れ た 時 , MEK OR Sik 200 米 以上 に は 達し て で 居 ら な か 
Dz 0,10 BRIS HAI KL, L. E. OPW AT D 6 BIE L000 乃至 1200 米 の 
MoDRMAVGEhKe, MUKOKMs LAWMO Tod ¢, OKO 2 one 
HADES SL h 1 SPEC HEY T 立 上 め の, 更に 10 分 乃至 15 REIS HK S 
WEEK Dee  , 2 時間 に 103 回 の 噴火 を 敷 へ た が , 1 月 14 Ak 2 ID PK 
PS 176 回 に 塔 加 し た 。 や が て 1 月 26 日 に は , 終 に 火口 色 が 低く 市 も 細長 
い 島 と な つて 海上 に 出現 し , 時 日 の 経過 に 件 つて 次 第 に 成長 し て , 高 る さ 3 炒 , 
FeS WS KEK, M2A2 BRO MOMMA KOKO thd Har 
Ko PFU, CH¥OBIS & 7% <6 WPI AGO TRPERUTLEDKS 
2 月 以後 3 月 25 3S, 火山 は PRE OTD, HOM も MEK MRD 海面 に 
(3.5 BES IOITO ADE UC to 

噴出 の 第 三 期間 。 ASA 25 日 至 6 月 1 日 。 3 月 23 Ai RwO ws Mh 
は RUS なり, B24 Bilis RS 聞え た 。 WUT 25 日 午後 1 時 
5B SPI FEO, L GORA D HE HOA OD ihe LAC EO, CD» PROTA IC 
入 つ た 。 此 の 期間 に 於 て は , VINO 3 (SHEL TIED fe DF, MEK DEK ¢ 
に 績 け 様 に 起 つ た 事 が 活動 の 特徴 で あめ , RE BKOMKD HORDES 5 月 
14 日 で , 14 AFP AEC 7,164 OL Se RAK KEP FH bITa 
AD CHARS Grice AURA HR L UCI LEWD 2 OR OK. HO 
第 一 は , 5 月 1 日 午 後 7 時 一 寸 過ぎ , IRC ES UE DAHER IC Uitte ET, 
此 の 際 に は 水 が Proms, 火口 の 周 園 が 就 中 最 明 る ぁ る く な つた 。 そ し て 燃 
BOWERS DREMEL, HO RHO M CH OM SMR S 
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所 が 認め られ た 。 HUES 聞 6 なく , B68 TRICE HROMS IBA 
拓 せ て し まつ た の で あつ た 。 次 に BIUIRHO 流出 後 , 病 い て 5 月 2 日 及 
3 日 の 2 日 間 に 王 9, 火口 噴火 踊 の 海面 上 に 今度 は 度々 火 府 が 現れ た 事 で あ 
Bo WOR Sk) 10K, HO 色 は BELT, 之 か ら 畑 は 出 て 居 な か つた 。 
Fouqué の 研究 に 依 た ば , Santorin 火山 の 場合 に は メタ ン 及 水素 の 存在 が 控 
め ら れ た と の 事 で て ある が , Stehn は 色 か ら 推 せ ば , こ ゝ で る も MCLMBAOD 
た か と 思 は れる が , 併 し 色 は thik } OHO RE ROD b MN GOD 
5 明言 は 出来 な いと 逃 べ て 居 So 

噴火 の 第 三 期 間 。 自 7 月 6 日 至 同 月 13 日 。 此 の 期間 の 活動 は HARE 
で て 噴 畑 様 の 最高 の もの も 高 さ 130 米 を 超え な か つた 。 

噴火 の 第 四 期 間 。 自 8 月 25 日 至 9 月 4 日 。 前 期間 よめ 更に 活動 微 懇 で , 活 
動 は 本 止 と 交互 し て 此 の 期間 を 終り ; URIS S PREM ILOMEB b HORS, 

噴火 の 第 五 期 間 。 自 11 月 4 日 至 同 月 28 日 。 現 場 か ら 4 少 隔 つた L. E. 
OPW PNT 10 月 19 Ab AMOM MOR C 観察 せら れ た が な , U 
月 3 日 に は 之 が 一 層 烈 し く な り 爆 鳴る も 聞え る ぁ 様 に な つた 。 明 け て 4 日 に は 
ZFS EAN 3 7238, 5 日 に 至 9 め 終 に 30 米 の 高 さ の 噴出 物 あ 見 た の で あ 
る 。 其 の 後 は 幾度 か 活動 と 休止 の 短 態 が 交 々 繰 返 さ れ た の で あぁ ぇ が, HO 
活動 は 大 四 期 に 比 し て は 生活 溢 で あつ た が , 第 三 期 に は 及ば な い 程度 の も 
の で か ある つた 。 

噴火 の 第 六 期 間 。 自 12 月 14 BAA 27 A. 12 月 20 日 の 午前 1 時 頃 に , 
3 分間 に 豆 つ て , 地震 計 は 著しい 震動 を 書い た 事 が あつ た が な , HO 期間 も 
AO ABS DIONE 8% (OK, 

WAOBtME. A199 1 AI 日 至 2 月 18 日 。 本 年 に な つて か ら の 
活動 で て の る 。 年 の 初 に は 海底 火山 は 何等 目 に 見 える 活動 を も 旦 し な か つた 
だが, 局部 的 の 地震 が 毎日 L. E. の 地震 計 に あら は れ , 殊 に て 日 以後 に は 其 の 
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ADM Lc, CUTI ADS 12 日 に か け て は , BA SMA CAE 
DRE Arto か く て 12 AIC USAGI IMT, HMI BK LL PRO ME HY Ze BB AS 
250, 活動 は 開始 せら れ た が , 噴出 は 時 日 を 経る に 従 ひ 炊 第 に 張 列 と な め 、 
20~21 日 の 24 時 間 中 に 6.817 BONE 2 BS, MOOR 8 (& 1100 米 に 
EL HM, 20 ACY RA BAUR, KER KG KE ORD KOK 
DEB DME HRD 東部 水上 に 現れ た の で て , A bICZIS Anak Krakatau 
(child of Krakatau) と 命名 せら れ た の で ある が な ,20 日 の 夜中 海 府 地 迄 り が 
HOC, BWI BEBO 海中 に 波 し て 其 の 影 を 見 せな か つた 。 そ れ か ら 
23 日 迄 活動 は 訟 退 し , 248 FMC EKO KRU DAMES, HOB 
OSES TLE Dio HRLBAKR LEW, 依然 昨年 の 1 月 と 同 程度 で あつ て , 
多量 の 噴出 物 は 2 る つ 又 は 3 OD-KA EK O RICHY Girt MOR AK 
で あつ た か ら 28 日 の 午後 , 一旦 波 し た 東 火 口 締 が 再び 海上 に 現 出 し , 今度 
は 基 の 高 さ も 幅 % 速 に 増 大 し て 行き , 高 さ は 30 AKI RE, 31 日 に は 4 
米 , そし て 2 月 1 日 に は 12 米 に 達し た 。 HO 頃 活 動 は 更に HAMME O, 2 
月 3 日 一 4 日 24 時 間 中 に は 11791 OS MEK DRA 62,9 日 に は 島 の 
MS 21 米 に な つた が (第 十 版 , 第 一 園 ) 超え て 15 日 か 6 PG By SASS 
し 始め , 18 日 に は 噴火 は も 早見 えな い 様 に な つた 。 此 の 時 , BM & HO 
方 向 に 開い た 鎌 の 様 な 形 に な 0 り , 高 さる 38 K, HS 275 米 に 増大 し た が , KO - 
PROVES 依然 水中 に 際 れ て 居 つ た 。 URL, 2 月 20 AR 24 日 に 行 は れ た 
測量 中 最 王 江 の 時 に は 西部 炎 唱 線 も 水上 に 約 ユ 米 折 程 出 て 火口 締 が 環 の 形 
に 見 えた と いふ 。 千本 年 5 月 LABRADORS LALO BO 状態 は 
第 2 乱 第 3 跳 84 頁 第 4 [ili as し た 遂 り で , 一 端 に 偏 し た 島 の 頂上 に は 多く 
の 鐘 裂 を 生じ 次 第 次 第 に 海中 に A LOS HS ID SMOG, REE 
く の 海面 に は 千 盛 に 白 泡 を 吐き 出し て 居 る 部 分 も 見 受け られ た 。 

第 六 期 活動 時 代 に 失 察 せら れ た 種々 な る 火山 現象 
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EMOWH. WME RIGMELOD BAKO L UTHOKHR 火口 か 6 
最多 く 泡 出し , KPC 6 ARAN OPRRICMRET H OT O, 硫黄 
AMOK 2 UTCKSRCHS. HLAMO Me ROME RE 
LL.D AD DARE LT AA DEROS 4. 

海水 の 噴出 。 990 RSE の 際 に , 火口 上 の 海水 中 , HAC LIC RD 
し て 海水 を 礎 し 上 げた も の を up-welling LL, Zk OKKRBOR LV — 
時 に は 所 調 water cone 叉 は dome を 生 ず A. CHAI FH b 7 CHCA 
(BBY ORC, 昨年 1 月 12 日 か 520 日 迄 の 間 に 見 られ た も の は 彫 屋 
HAIL (SIEBOT eA L, 24 日 の も の は 冊 筒 形 に 近い も の で あつ た 。 
RBS KAD PERO CRS ない 時 に 起 る 形 と SAO OHSLOT, HEE 
O#AH 26 ACIS KORS HEC 現れ た 事 は 既 逃 の 通り 5 で ある ぁ る 。 Ke 
fountain の 起 る 場合 は 種々 あめ , BRORMO 表 徴 と し て 海上 に 起 る も の 
(SPR OT < EG 7K U>d5, 上 記 up-welling や water cone の 常 然 の 結果 と し て 
生ずる も の は 多く 見 愛 け られ た 所 て , 昨年 5 月 2 日 に は 41 同 も 選 を 観 宗 し 
SS 

AWREAURBOWH, 前 輝 water cone を 生じ て 之 が 最高 に 達し た 時 , 
JED Fem 22 BVT ZEON DB & MORK AS ARAB D NE 2 Bee 
: せ られ た 。 昨年 1 月 24 日 に 見 られ た 例 を 記す と , BME DR <¢ Repl 
立 上 つ た 時 , 之 が 海上 に 出る と 先 づ 直ちに , 叶 出 物 と 海水 と の BEMBOB I, 
HOP ROB KARA AUR DI, ZIRE 大 きく 廣 が つた 。 そ を し 
て 此 の 噴火 柱 の 先端 を 費 い て 火山 弾 や 火山 族 の 拠出 が あめ 結い て 柱 の 形 が 
HAR, 火山 弾 が 落下 し て 居 SRC も, 居 其 や 水 蒸 所 は 千 渦 を 遷 い て 上 つて 行 
つた 。 多く の 火山 弾 は 落下 する 時 に 水 蒸 握 や 瓦 匠 の 螺旋 和 駄 の 尾 を 長く 引い 
Te CS Dla). HY & 25 $ LOAM ES Dike BE BSC LA kK AHO A DBO, 
PI AKARA SP MOBI RA ICA SLOT. や が て 雲 と 共に 運ば 
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の 如く に ENT 9, thik 
US Z Fe 15 Ms RE, 
DVR LMU EBS 
POUR 


Tai PT AS SLO) UR 2 FE ih 
上 に 落ち る LOT, 昨 
年 第 一 期間 中 失 察 せら 
れ た も の は 雲 が 立 上 る 
EATILD F Sh DAY IID” 6 WEA VDP AK, 直ちに 屈曲 月 を な し て 落下 し , 
次 第 に 細く な つて 終 に 消失 し た 。 1 月 21. 日 の も の は fe 3 600 米 に 達し , 生 
CTHY 6 分 の 後 , MERRID 6 AITPOMRICIAA TE (第 十 版 , 第 二 賠 )。 
Shee 昨年 第 一 期間 om UAE = JRO DIO RIS HLS 
FEREDOK, CISKUIRD WAMBO WAKE DOK EMIS Do GF 
し 余ら 本 年 に 入 つ て か ら は 度々 起り , ZI 雷鳴 を 作 つ た 場合 (1 月 22 日 及 
2 月 2 日 ) と 然 ら ざる 場合 (2 月 12 日 及 13 日 うと が あつ た 。 
RROBZ, WKCRUTO 波浪 な 通常 2 通り の 方法 に 依 つ て 生ずる 
も の で て , 第 -・ は water cone の HPO < 60, 第 二 は 噴出 物 の 落下 に 依 
る も の で ある ぁ る が だ が , 概して 前 者 の 方 が 高い 。 例 へ ば 昨年 1 月 18 日 に 45 米 の 


1928 年 の 噴火 に 際 LAC MUGHS F OKIE 


高 water cone DFE FILHO AE EAKOMSOKeEACK, BRO: 


MEL. EHEC MOOT, 本 年 1 月 25 日 Stehn 一 行 は Ra. の 山 
TH 813 米 の 高 記 に 登り め , こ ゝ か ら WMO 0 Clad AY CEES 4 BO 


れ た 火山 族 は 多く の 細 


い 筋 と な つて ヵ ー テ ンジ | 


Stearn spouts. 多く 


Dine BEBE O) _ 
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AE OMB 2e tk LIMO A i LEMME CHI & <KONMREBLEKS 
lef -K LBD & UID G Bootsmansrots や V. E. の 南部 或 は Zwarte Hoek 4 
RF HCBS REKOBH AL SRKORE WET, LO 観測 値 を 
V= 4 gh (HL b=#ORS, V= KORE, S=-BN KOKO ORME 
計算 値 と 比較 し た 所 , よく 一 致し た も の と 然 ら ざる も の と が あつ た 。 HO 
結果 は , 値 の 一 致し な い 慮 で は caldera KBOMMC BRAD AOKD 
RERKTDLOTHS. 

ACARI SIRAKOBE, WAKAO 海水 温度 は HHEO BORN 
に 比 し て 和美 に 高い 事 が 度々 の 測定 に 依 つ て 知ら れ た 。 此 の 1 例 を 記す と , 昨 
421 FA 4 AEA BAD G 300 米 の 距離 の 慮 で は 39.5°C で , Zs [nl BARD 
6 2 MBO) BR OD thik TATA EC GST 10.C 高 かつ た 。 


Do Dom) | SMES CNT SUL AO RE, 
ーー onan | ZU > F OK NBRRERRI AC te 
re gt Bh lak pp | 0on8| StU FERS COMMA RIOT 
lca 0.421) 0.413] 0.419) _ 

Mg 0514 | 0.605 | 0.842) が され る 。 

AMEN) mM AON 2 
|e | 538 | 1860 sco WRC cr, 9am 97 
ae ous き . ¥ a ー デ > ン の Wichert 地震 計 の a He 
P205 = — [| EW) ROKR EL OT, P54 TK BRS 


I. we, 3 WE DWE HH D yee 2 
a 有 す ら と 必 は れる 地雷 は 一 昨年 中 は 

IL, WUEAOWPY 300 RoW, I | RS PREIS 1A 24 日 に 1 回,25 日 
度 39.5°C, Jan, 4th 1928. 

Il. 炎 日 の 殆 ん ど 34.5 米 の 深き の に 2 回 ,26 日 に 1 回 及 27 日 に 1 i 
KB Ao Wh 23k, Ho S 
eC HM. €CTIA 23 size LE 
March, Ist 1928. の 観測 所 に 2 DD ARAB H Hill 0 7B 


る Portable seismograph を 所 付け 専ら クラ カト 7 局部 的 の 地震 に 留意 す 
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る 事 に な つた の で ある が か , WA は 外部 航 火 山 活 動 の 時 の みる なら ず AP CARRE 
ORES BO, TRACED 起 ら むと する 敷 日 前 に 著しく 多い 傾向 ある 
MOK o ZIEAANE 於 て も 1914 年 1 月 の 横島 大 爆 胡 前 に 同様 の 観測 結 
団 が 得 ら れ て 居る 所 て , KOR LOC, 地震 の 回 敷 が 最多 く 其 の 振幅 
BRATCH SBLEARTHS. Zs KiMMWBORA DARE & O&K 
つて 内 部 に 於 ける GHB FRY GS KCHSBLSnGHS, M2 
つの 水 年 分 力 の 間 に 現れ た 面白 い 現 象 は , ZO AHO 位置 と 密接 な ~ 
開 係 を 示 し た 事 て , 地 幸 計 に 開 し 振動 友 向 が 約 南 西 一 北東 で ある に , 昨年 の 
3 F) OMICS 南北 分 力 は 東西 分 力 に 比 し て 強力 で ある が 又は 生 等 で て あつ た 
の に , 4AVRSRHOMR: BLK. ZISBMISHY BAO D DM BA 
の 下垂 直 か 或 は 少し 南 の 方 で あぁ つた な が, 後に は 北の方 に 移 つ た BAHU 
DUTBENSERSHALKS 

HORS LH OPERAS 火山 弾 , KIRA AK IRD 3 ETH Bo 
(ELA ACE BFE ORR, 此 の 期間 の 岩 此 は 1883 4 KER BEO) 48 O 
SLO, 線 べ て 玄武 岩 質 で て ある 。 

HU Ut KGS RT CIC e 含ん て 居 OTS TRAC PAUL, KUCH 
匠 が 逃 出し 海水 が 之 に 代 つ て 冷却 する と 沈ん で 行く 0 MORE KING PR 
取 し て 調べ て 見 た の に , 其 の 内 部 は 1883 年 の 噴出 物 た る 白色 浮 石 より 成 9 
其 の 周 園 に 今回 の 岩 虎 か ら 生 じ た 黒 福 色 乃至 各色 多孔 質 の 帝 を 有する 。 ご こ 
の 内 部 特色 部 の 中 に 莉 青 石 の 結 曲 が 見 出さ れ た が , Ch. E. A. Harloff OA 
徹 鏡 的 研究 に 依 れ ば ・ LIES ALINE Ob 2 BEDI, 邊 形成 は 六角 形 の 
断面 を 以 て 存在 し , 其 の 多 色 人 性 は 芝 だ が 結晶 質 岩 石 中 に 含ま れる 場合 より も 
AUB. 併 し 基 の 様 な 岩石 中 の も の も 選 を 加熱 する 時 は 人 工 的 に 多 色 性 が 
BFDS, 此 の 事 は 火山 弾 が 天然 に 加熱 を 受け た も の た る 事 を 意味 する も 
の で あら I, RRO TE FOSE REE BEY CATCH SOX 
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ESHA TH SOK, 此 の 場合 の も の は SHEE THOT HRMO 6 OKT 


ACH Xs KLIK も 7 
GRA ACH SBDED G20 TiG Bo 
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THE 9 ee met ig 
駒ケ岳 火山 再 調査 
苗 に 胸 ヶ 両 火山 調査 の た め 出 幸せ られ 


eS AG i A KE aS A RS 
BBV BO BRR Ft — APB SG 
BK 再 調 査 の た め , mhtAAear We 


7H fg (822 tO, ZB CE TG BEX MB DG HS 


WLAN POREe breVS 
fea Hat — PRS ALE TH ATE Meee 
KS ic Hee ba LIRR, PERT. APR, び 
V7 HO 3 KUO BA KV 8 5 Bie 
MB BILE VG 

YESS Woe Pe US Ab Ye Se FR 1 
rH] 2M Ae LEI By 7 He 
部 の 調査 に 従事 し 8 月 15 日 Bee Ba 
V5 

i ihe See FF 
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S&H mE SR RU SE & IP % OFATE 
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ABs a GE 

ws 9 J) BEL AEC Bt > BG LE BE IC 

SSRLRUI 7 Ab FMA IC BS 
SREB EV. CHR L, MiB 10 He AR 
Mh Ld CHE AIG e Tir t Vo HED TED 
RRL BIC LV RNES LTE 
BMWS Acs HAO M ¢ BAR L, BRE Ge 
aA A IC (LACHES BR BME LB Ca 
する と と きせ り 。 
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